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国立国会図書館の蔵書から

本
書
は
、
１
９
３
４
（
昭
和
９
）
年
に
鉄
道
省
国

際
観
光
局
が
創
刊
し
た
英
語
版
叢
書
「
ツ
ー
リ
ス

ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」

（
１
）

の
第
２
巻
で
す
。
第
１
巻T

ea 

Cult of Japan

（
茶
の
湯
）及
び
第
３
巻Sakura

（
桜
）

と
と
も
に
、
創
刊
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
１
冊
と
し
て
刊

行
さ
れ
ま
し
た
。

著
者
の
野の

が
み上
豊と
よ
い
ち
ろ
う

一
郎
（
１
８
８
３
～
１
９
５
０
）

は
夏な

つ
め目
漱そ
う
せ
き石
（
１
８
６
７
～
１
９
１
６
）
門
下
の
英

文
学
研
究
者
で
す
が
、
高た

か
は
ま浜
虚き
ょ
し子
（
１
８
７
４
～

１
９
５
９
）
の
誘
い
で
鑑
賞
し
た
能
『
葵

あ
お
い
の
う
え
上
』
に
感

銘
を
受
け
て
能
楽
研
究
に
も
取
り
組
む
よ
う
に
な

り
、
西
洋
演
劇
と
比
較
し
つ
つ
能
の
演
劇
的
特
質
を

剔て
っ
け
つ抉
す
る
な
ど
、
能
楽
研
究
界
に
新
風
を
吹
き
込
み

ま
し
た
。
英
文
学
研
究
者
と
能
楽
研
究
者
と
い
う

２
つ
の
ペ
ル
ソ
ナ
を
も
つ
野
上
は
、
バ
ー
ナ
ー
ド
・

シ
ョ
ー
（George Barnard Shaw

, 

１
８
５
６

～
１
９
５
０
）
や
ポ
ー
ル
・
ク
ロ
ー
デ
ル
（Paul 

Claudel, 

１
８
６
８
～
１
９
５
５
）
と
い
っ
た
海
外

の
文
学
者
が
来
日
し
た
際
、
能
楽
鑑
賞
の
案
内
を
し

て
い
ま
す
。
外
国
人
に
英
語
で
日
本
文
化
を
紹
介
す

る
と
い
う
叢
書
「
ツ
ー
リ
ス
ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
の

目
的
に
照
ら
せ
ば
、
野
上
は
う
っ
て
つ
け
の
人
物

だ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

本
書
は
70
頁
に
満
た
な
い
小
冊
子
で
す
が
、
能
舞

台
（
第
１
章
）、
演
出
（
第
２
章
）、
能
面
及
び
装
束

（
第
３
章
）、
能
の
分
類
（
第
４
章
）、
番
組
構
成
（
第

５
章
）
な
ど
の
能
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
凝
縮
さ
れ
て
い

今 月 の 一 冊

Japanese Noh Plays: How to See Them
T. Nogami, Tokyo: Board of Tourist Industry, Japanese 
Government Railways, 1934, 64p ; 20cm
https://dl.ndl.go.jp/pid/1680958

口絵及び標題紙。
能『草紙洗』の題名は、英語では “Sōshi-arai (Komachi Washing the Poem Book)” と表現されています。
英訳の苦心が垣間見えます。

外国人の眼で能をみる
― T. Nogami,  Japanese Noh Plays:  How to See Them ―
藤 戸 敬 貴
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ま
す
。
能
を
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
や
歌
舞
伎
と
比
較
し
つ

つ
論
ず
る
箇
所
も
あ
り
、
外
国
人
読
者
の
関
心
を
大

い
に
惹
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、『
羽は

ご
ろ
も衣
』
な

ど
の
具
体
的
な
曲
目
の
内
容
は
外
国
人
読
者
に
と
っ

て
―
―
も
し
か
す
る
と
日
本
人
読
者
に
と
っ
て
も
？

―
―
馴
染
み
が
な
い
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
、
詳
し
め

に
粗
筋
を
紹
介
す
る
な
ど
の
配
慮
が
行
き
届
い
て
い

ま
す
。「
能
の
鑑
賞
方
法
」
と
題
す
る
第
６
章
で
は
、

能
に
は
視
覚
的
要
素
と
聴
覚
的
要
素
と
が
あ
っ
て
曲

目
に
よ
り
力
点
が
異
な
る
と
か
、
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な

能
を
期
待
す
る
の
で
あ
れ
ば
一い

ち
ば場
物（
２
）を
み
よ
、
な
ど

の
意
外
に
（
？
）
実
践
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
ま

す
。
最
終
章
（
第
７
章
）
は
主
要
曲
目
の
一
覧
で
あ

り
、
こ
ん
に
ち
の
日
本
人
読
者
に
と
っ
て
も
有
用
な

能
楽
案
内
と
な
り
得
る
で
し
ょ
う
。

否い
な

、
む
し
ろ
本
書
は
こ
ん
に
ち
の
日
本
人
読
者
に

と
っ
て
こ
そ
価
値
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
野
上

が
述
べ
る
よ
う
に
、
能
の
登
場
人
物
の
言
葉
や
生
活

様
式
は
、
本
書
執
筆
当
時
の
日
本
と
大
き
な
隔
た
り

が
あ
り
ま
し
た
。
野
上
の
時
代
に
お
い
て
さ
え
そ
う

な
の
で
す
か
ら
、
こ
ん
に
ち
の
日
本
人
に
と
っ
て
は

ほ
と
ん
ど
異
世
界
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
さ
ら
に
、
能
の
所
作
は
抽
象
性
が

高
く
難
解
で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
付
き
纏
い
ま

す
し
、
謡う

た
いの
内
容
を
聴
き
取
る
の
は
謡
曲
を
嗜
ん
で

い
な
い
方
々
に
と
っ
て
至
難
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

野
上
が
い
う
に
は
、
能
の
目
的
は
特
別
な
美
の
世
界

を
創
造
す
る
こ
と
に
あ
り
、
観
客
に
と
っ
て
必
要
な

の
は
、
役
者
の
所
作
や
伴
奏
の
律
動
に
内
在
す
る
美

を
鑑
賞
す
る
こ
と
な
の
で
す
。
膝
元
の
謡う

た
い
ぼ
ん本を
凝
視

し
て
舞
台
の
上
を
見
な
い
一
部
の
日
本
人
観
客
（
昔

は
そ
ん
な
観
客
は
滅
多
に
い
な
か
っ
た
、
と
野
上
は

嘆
き
ま
す
）
と
は
違
っ
て
、
謡
本
を
読
む
こ
と
が
で

き
な
い
外
国
人
観
客
は
舞
台
上
の
出
来
事
に
意
識
を

集
中
す
る
ほ
か
な
い
の
で
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
能
固

有
の
美
を
感
得
す
る
可
能
性
が
拓ひ

ら

か
れ
る
と
い
う
わ

け
で
す
。

も
ち
ろ
ん
こ
こ
に
は
外
国
人
読
者
へ
の
リ
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
が
多
分
に
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
そ
れ
を
差
し
引
い
て
も
な
お
真
理
を
突
い
て
い

る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
外
国
人
と

0

0

0

0

し
て
0

0

・
外
国
人
で
あ
る
か
の
よ
う
に
能
を
鑑
賞
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と

0

0

。
こ
れ
が
、
現
代
生
活
の
日
本
人
が
何
処
か
に

置
き
忘
れ
て
き
た
日
本
的
美
を
思
い
出
す
た
め
の
鍵

と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

能面を掲げるバーナード・ショー。
翁（おきな）の面の表情も相俟って、非常に
ユーモラスな写真となっています。
p.11　https://dl.ndl.go.jp/pid/1680958/1/9

図版も豊富です。
pp.28-29　https://dl.ndl.go.jp/pid/1680958/1/19
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昭和９年の野上豊一郎
本書の序文の末尾に付された署名の日付は、

「March, 1934」となっています。実はこのとき、野
上は「法政騒動」の渦中にありました。野上は法
政大学の理事・学監・予科長として同大学の発展
に尽力していましたが、財政問題や人事問題（野
上や内

う ち だ

田百
ひゃっけん

閒（1889 ～1971）などの漱石門下を
はじめとする帝国大学出身者が法政大学の教師
陣の多くを占める中、法政大学生え抜きの教師を
増やすべきだという意見があったようです）、さら
には同じ漱石門下の森

も り た

田草
そうへい

平（1881～1949）と
の対立も絡み、野上派と反野上派との間で学内抗
争が巻き起こりました。「March, 1934」すなわち
1934（昭和9）年3月は、野上がこの騒動の煽りを
受けて休職に追い込まれていた時期だったのです。

その後も学内の混乱は続き、野上は法政大学
を去らざるを得なくなりますが、他方で学務から
解放され、能楽研究や英文学研究にさらに打ち
込むことにもなります。

ちなみに、野上は1941（昭和16）年に法政大学
に復帰し、戦後は学長（後に総長）を務めます（1946
～1950）。野上没後の1952（昭和27）年に発足し
た野上記念法政大学能楽研究所は、現在に至る
まで我が国における能楽研究の重要拠点であり
続けています。

昭和９年の能楽界

Noh Calendar
p.65 https://dl.ndl.go.jp/pid/1680958/1/38

本書末尾に付されているNoh Calendar（https://
dl.ndl.go.jp/pid/1680958/1/38）をよく御覧ください。
Kanse School（観世流）、Komparu School（金春流）、
Ho

ー
sho

ー
 School（宝生流）、Kongo

ー
 School（金剛流）、

Kita School（喜多流）という現存するシテ方
かた

五流派
とともに、「Umewaka School」という文字列も見え
ます。梅若流は大正時代に観世流から独立して生ま
れた流派です。（観梅問題）。観梅問題は最終的に
1954（昭和29）年に決着し、梅若流は観世流に合
流しましたが、昭和9 年の時空には梅若流という流
派が確かに存在していたということが本書を通じて
実感できます。

法政大学の混乱を伝える 1934（昭和 9）年 1 月 7 日『東京朝日新聞』の紙面。
三人の顔写真のうち上から一人目が野上、二人目が森田草平です。

「予科四十七教授　結束・辞表を提出　学内の騒ぎ急転」『東京朝日新聞』1934.1.7
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○参考文献
西野春雄「講演記録　能楽研究の開拓者　野上豊一郎」伊海孝充編『野
上豊一郎の能楽研究』（能楽研究叢書; 4）, 共同利用・共同研究拠点「能
楽の国際・学際的研究拠点」野上記念法政大学能楽研究所, 2015, p.1　
<KD451-L27>

『法政大学百年史』法政大学, 1980　 https://dl.ndl.go.jp/pid/12114411
宮永孝「昭和八、九年の「法政騒動」」『社会志林』59(4), 2013.3, p.200　
<Z6-294>
山本史郎『翻訳の授業　東京大学最終講義』（朝日新書; 768）, 朝日新聞
出版 , 2020　<KE26-M10>

※< >内は当館請求記号

1　 ツ ー リ ス ト ラ イ ブ ラ リ ー に つ い て は、 光 島 有 里「Japanese folk-
toys(Tourist library; 26)―世界に発信した郷土玩具―」本誌 754 号（2024
年 2 月）も御参照ください。
https://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_13255460_po_geppo2402.
pdf?contentNo=1#page=3

2　前場・後場の区切りがない能のこと。単式能ともいいます。これに
対して、前場・後場の二場面がある能は二場物又は複式能といいます。

野上豊一郎の翻訳理論

野上豊一郎『飜譯論　飜譯の理論と實際』岩波書店,1938
https://dl.ndl.go.jp/pid/1222979

（右）“To be, or not to be” の翻訳を論じたページ（p.69）
https://dl.ndl.go.jp/pid/1222979/1/42

（左）標題紙
https://dl.ndl.go.jp/pid/1222979/1/3

野上豊一郎と妻・弥生子
（出典）「学者も戦線へ　野上夫妻のお土産話」『東京朝日新聞』

1939.11.19
野上弥生子（1885-1985）は小説家として高名で、代表作と
して『迷路』『秀吉と利休』などがあります。

英文学研究者としての顔もある（むしろそちらが

本職です）野上は海外文学の日本語訳を数多く手掛

けましたが、翻訳理論にも強い関心があり、1938（昭

和13）年に『飜譯論　飜譯の理論と實際』岩波書店

（https://dl.ndl.go.jp/pid/1222979）を刊行していま

す。西洋のものは西洋のものらしく
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

表現すべきであ

り、例えばシェイクスピアの “To be, or not to be” は

「あるか、あらぬか」と訳すべきだとする野上の翻訳

理論は、文学界の一部に論争を呼び起こしました。

ちなみに、野上には「能はいかに見るべきか　能

に馴れない人のために」文芸春秋社編『新文芸思

想講座』第二巻, 文芸春秋社 , 1933（https://dl.ndl.

go.jp/pid/1875636/1/186）という論文があり（もち

ろん日本語）、当然ながら本書と内容的に大きく重

なります。この論文と照らし合わせることで、本書

を野上の翻訳理論の（いわば逆側からの）実践篇——
能楽用語という日本のものを英語という西洋の言語
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

へとどのように訳すか
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

——として読み直すことも可

能ではないでしょうか。

※　ただし、本書の謝辞に “Mr. T. Inoue and Mr. A. F. 
Thomas who helped me to finish this work” とある
ことから、本書の英語表現の全てが野上の手による
ものであるかどうかについては慎重な留保が必要か
もしれません。
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小山　   騰　（元ケンブリッジ大学図書館日本部長）
KOYAMA       Noboru

　海外にも日本に関係する多彩な資料があり、日本研究の歩みがあります。ケンブリッジ大学
図書館に長く勤務され、ユニークな視点で日英関係を研究してこられた小山騰氏に、日本の家
紋をめぐる研究について、4つのエピソードを紹介していただきました。
　わが国の家紋への関心は、海を隔てて、思いがけない形で互いに影響を及ぼし合っていたの
です。

1948 年生まれ。1985 年から 2015 年までケンブリッジ大学図書館日本部長。
主な編著書に、『国際結婚第一号―明治人たちの雑婚事始』（講談社、1995 年）、『破天荒明治留学
生列伝―大英帝国に学んだ人々』（講談社、1999 年）、『ケンブリッジ大学秘蔵明治古写真―マーケー
ザ号の日本旅行』（平凡社、2005 年）、『日本の刺青と英国王室―明治期から第一次世界大戦まで』（藤
原書店、2010 年）、『ケンブリッジ大学図書館所蔵アーネスト・サトウ関連蔵書目録』（ゆまに書房、
2016 年）、『ケンブリッジ大学図書館と近代日本研究の歩み』（勉誠出版、2017 年）、『アーネスト・
サトウと蔵書の行方―『増補浮世絵類考』の来歴をめぐって』（勉誠出版、2020 年）などがある。

　海外の日本研究資料

家紋研究資料を
めぐるエピソード　　
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日
本
の
家
紋
・
紋
章
に
関
す
る
最
初
の
本
格
的

な
研
究
書
は
、
一
九
二
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
沼
田

頼ら
い
す
け輔
著
『
日
本
紋
章
学
』
で
あ
り
、
同
書
は
現
在

で
も
重
要
な
参
考
文
献
で
あ
る
（
写
真
１
）。
沼

田
は
紋
章
研
究
に
十
四
、五
年
を
費
や
し
、
同
書

の
刊
行
に
よ
り
帝
国
学
士
院
賞
を
受
賞
し
た
。

　

沼
田
に
よ
る
と
、
彼
の
紋
章
研
究
は
三
つ
柏
を

家
紋
と
す
る
旧
土
佐
藩
主
の
山
内
家
の
当
主
山
内

豊
景
か
ら
質
問
を
受
け
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
開

始
し
、
途
中
研
究
は
停
滞
し
た
が
、
朝
日
新
聞
の

記
事
に
よ
り
奮
起
を
促
さ
れ
、
ま
た
友
人
で
あ
り
、

弁
護
士
・
バ
ビ
ロ
ン
学
会
の
創
設
者
の
原
田
敬
吾

の
支
援
を
得
て
研
究
を
完
遂
す
る
こ
と
が
で
き
た

と
い
う（
１
）。
以
上
の
三
点
が
沼
田
の
大
著
が
成
就
す

る
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
。

　

で
は
沼
田
の
家
紋
研
究
を
促
進
さ
せ
た
朝
日
新

聞
の
記
事
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
れ
は
杉
村
楚
人
冠
（
広
太
郎
）（
写

真
２
）
の
「
太
刀
献
上
記
」
の
中
の
一
部
で
あ
っ

た
。
第
一
次
世
界
大
戦
開
始
後
（
一
九
一
四
年
）

に
、
朝
日
新
聞
社
の
社
長
村
山
龍
平
が
所
蔵
す
る

日
本
刀
を
ベ
ル
ギ
ー
国
王
ア
ル
ベ
ー
ル
一
世
に
献

上
す
る
話
が
持
ち
上
が
っ
た
。
当
時
、
杉
村
楚
人

冠
は
朝
日
新
聞
の
特
派
員
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

派
遣
さ
れ
、
ロ
ン
ド
ン
に
滞
在
中
で
あ
り
、
そ
の

日
本
刀
（
衛
府
の
太
刀
）
を
ア
ル
ベ
ー
ル
一
世
に

献
納
す
る
大
役
を
仰
せ
つ
か
っ
た
。
楚
人
冠
が
そ

の
経
緯
を
書
い
た
新
聞
記
事
が

｢

太
刀
献
上
記｣

で
あ
る
。｢

太
刀
献
上
記｣

は
最
初
朝
日
新
聞
に

掲
載
さ
れ
、
後
に
は
杉
村
の
著
作
『
戦
に
使
し
て
』

に
収
録
さ
れ
た
。

　

楚
人
冠
は
ベ
ル
ギ
ー
国
王
に
日
本
刀
を
献
上
す

る
際
、
国
王
か
ら
下
問
さ
れ
る
場
合
に
備
え
て
、

前
も
っ
て
贈
呈
す
る
太
刀
に
つ
い
て
詳
し
く
知
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
日
本
か

ら
詳
細
な
情
報
が
ロ
ン
ド
ン
に
滞
在
し
て
い
る
楚

人
冠
に
送
ら
れ
て
来
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
楚
人

冠
は
し
か
た
な
く
ロ
ン
ド
ン
で
日
本
刀
に
精
通
し

た
人
物
を
探
す
こ
と
に
な
り
、
東
洋
美
術
商
の
山

中
商
会
に
相
談
し
、
ア
ン
リ
・
ジ
ョ
リ
ー
（H

enri 
L.Joly

）
と
い
う
人
物
か
ら
献
上
す
る
太
刀
に
つ

い
て
教
示
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
楚
人
冠
は

ジ
ョ
リ
ー
を
以
下
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

　
　

ジ
ヨ
リ
ー
さ
ん
と
い
ふ
は
日
本
の
刀
剣
に
大

の
趣
味
を
持
つ
て
永
年
之
が
研
究
に
身
を
委

ね
て
ゐ
る
人
で
、
鍔つ
ば

な
ど
も
大
分
蒐
集
し
て

ゐ
る
。
日
本
に
行
つ
た
こ
と
は
な
い
が
、
日

本
の
書
物
も
平
気
に
読
む
し
、
日
本
語
も
一

寸
話
す
。
日
本
の
刀
剣
に
関
す
る
翻
訳
も
し

て
ゐ
れ
ば
著
書
も
随
分
あ
る
。
山
中
商
会
で

も
少
し
面
倒
な
こ
と
は
先
生
に
聞
き
に
行
く

太刀献上記

Episode 1

写真１　沼田頼輔 『日本紋章学』
明治書院 ,1926. 
https://dl.ndl.go.jp/pid/1879378

写真２　 杉村楚人冠（広太郎）　
ジャーナリスト・随筆家

（杉村広太郎 『楚人冠全集』
第 11 巻 , 日本評論社 ,1938.） 
https://dl.ndl.go.jp/
pid/1239825/1/4
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の
だ
と
い
ふ
話
で
あ
つ
た（
２
）。

　

実
際
に
楚
人
冠
が
ジ
ョ
リ
ー
か
ら
教
え
を
受
け

た
の
は
、
一
九
一
五
年
一
月
下
旬
頃
の
こ
と
で
、

そ
の
時
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
描
写
し
て
い
る
。

　
　

�

エ
イ
チ
、
エ
ル
、
ジ
ヨ
リ
ー
先
生
を
迎
へ
て

其
教
へ
を
乞
ふ
こ
と
と
し
た
。
丁ち
ょ
う
ど度
其
日
は

白ベ
ル
ギ
ー
耳
義
公
使
ラ
ラ
イ
ン
伯
爵
も
僕
の
ホ
テ
ル
へ

太
刀
を
見
に
来
ら
れ
た
の
で
ジ
ヨ
リ
ー
君
は
衛

府
の
太
刀
の
性
質
か
ら
備
前
長
船
の
事
作
者
七

郎
左
衛
門
行ゆ
き
か
ね包
の
事
に
及
び
、
太
刀
を
捧
ぐ
る

時
は
刃
の
方
を
手
前
に
す
る
と
か（
３
）、
貴
人
の
前

で
刀
を
抜
く
に
は
先
づ
四
分
位
に
止
め
て
、
決

し
て
抜
放
つ
べ
き
も
の
で
な
い
と
か
、
事
も
細

や
か
に
教
へ
て
呉く

れ
た
末
、
型
の
通
り
伯
爵
と

僕
と
の
許
を
求
め
た
上
、
彼
は
す
ら
り
と
刀
を

抜
き
放
つ
た
。
伯
爵
は
抜
き
放
つ
た
刀
を
手
に

取
つ
て
二
三
度
打
ふ
り
な
が
ら
成
程
日
本
の
刀

は
重
量
の
調
和
が
非
常
に
能
く
と
れ
て
さ
し

も
に
重
い
の
を
振
回
し
て
も
手
が
疲
れ
ぬ
と
、

欧ヨ
ー
ロ
ッ
パ

羅
巴
人
だ
け
に
妙
な
所
に
感
心
し
て
ゐ
る
。

夫そ
れ

か
ら
刀
の
造
り
を
兎と
み
こ
う
み

見
角
見
頻
に
感
心
し
て

ゐ
た
が
鞘
の
上
に
あ
る
鶴
の
丸
の
紋
に
目
を
と

め
て
、
皇
帝
〔
ベ
ル
ギ
ー
国
王
ア
ル
ベ
ー
ル
一

世
〕
は
屹き

っ
と度
之
を
尋
ね
に
な
る
か
ら
前
以
て
調

べ
て
お
い
た
方
が
よ
い
と
の
こ
と
で
あ
つ
た
。

之
を
ジ
ヨ
リ
ー
先
生
に
質た
だ

せ
ば
凡
そ
鶴
の
丸
に

は
丸
の
少
し
開
い
た
の
と
全
く
ひ
つ
包
ん
だ
の

と
あ
つ
て
其
「
開
い
た
」
の
は
赤
穂
の
毛
利
家

だ
け
で
用
ひ
た
紋
だ
が
「
ひ
つ
包
ん
だ
」
に
な

る
と
椎
野
家
を
始
め
公
卿
で
は
日
野
、日
野
西
、

万
里
小
路
、
烏
丸
、
北
小
路
、
水
本
の
諸
家
、

大
名
で
は
毛
利
、
諏
訪
、
鳥
居
、
戸
沢
、
浦
松
、

柳
原
な
ど
色
々
あ
る
と
、
夫
は
〳
〵
説
明
が
微

に
入
り
細
に
入
る（
４
）。

ベ
ル
ギ
ー
国
王
に
太
刀
を
献
上
す
る
話
は
英
国
の

新
聞
『
タ
イ
ム
ズ
』
な
ど
で
も
報
道
さ
れ
た
。
同

紙
に
掲
載
さ
れ
た
太
刀
の
写
真
を
見
る
と
、
た
し

か
に
太
刀
の
鞘
に
い
く
つ
か
の
鶴
の
丸
の
家
紋
が

装
飾
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
写
真
３
）。

　

沼
田
頼
輔
は
楚
人
冠
の
新
聞
記
事
を
読
み
、
本

邦
の
学
者
が
自
国
の
家
紋
の
研
究
を
な
お
ざ
り
に

し
て
き
た
点
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
感
慨
を
抱

い
た
と
い
う
。
ち
ょ
う
ど
そ
れ
は
沼
田
の
紋
章
研

究
が
行
き
詰
ま
っ
て
い
た
時
期
に
あ
た
っ
た
が
、

そ
の
新
聞
記
事
に
刺
激
を
受
け
、
そ
れ
以
降
よ
り

一
層
紋
章
研
究
に
励
む
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
　

�

用
意
周
到
な
る
杉
村
君
は
こ
の
太
刀
に
鶴
丸

紋
を
居
ゑ
た
る
を
見
て
、
必
ず
国
王
よ
り
そ

の
下
問
に
接
せ
ん
こ
と
を
慮
り
、
こ
れ
が
説

明
の
準
備
を
為
さ
ん
と
欲
せ
し
も
、
当
時
在

留
邦
人
に
し
て
、
こ
れ
を
知
る
も
の
な
か
り

し
か
ば
、
已
む
を
得
ず
英
国
紋
章
学
者
ジ
ョ

リ
ー
氏
に
質た
だ

し
て
、
始
め
て
そ
の
要
領
を
知

る
こ
と
を
得
て
、
以
て
奉
献
の
事
を
果
た
し

た
り
き
と
い
ふ
。
当
時
、
余
は
こ
の
事
実
の

同
新
聞
に
伝
へ
ら
れ
し
を
見
て
、
深
く
英
国

人
の
斯し
が
く学
に
忠
実
な
る
こ
と
を
感
ぜ
し
と
同

時
に
、
本
邦
人
の
こ
れ
を
忽こ
っ
し
ょ諸
に
付
せ
し
事

を
遺
憾
と
し
た
り
き（
５
）。

以
上
の
よ
う
に
、
沼
田
は
楚
人
冠
が
“
英
国
紋
章

学
者
ジ
ョ
リ
ー
氏
”
に
日
本
の
家
紋
に
つ
い
て
教

示
を
受
け
た
点
に
発
奮
し
、
決
意
を
固
く
し
て
自

身
の
研
究
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
と
い

う
。

　

で
は
、
実
際
の
状
況
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
ま
ず
、
楚
人
冠
の
著
述
を
詳
細
に
検
討

し
て
み
た
い
。
原
則
と
し
て
、
楚
人
冠
の
「
太

写真３　The Times 
1915 年 1 月 30 日付　p. 5.
＜国立国会図書館請求記号　YB-F3 ＞
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刀
献
上
記
」
は
朝
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
記
事

と
、『
戦
に
使
し
て
』
に
収
録
さ
れ
た
記
事
は
ほ

と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
が
、
ご
く
わ
ず
か
異
な
る
場

合
が
あ
る
。
新
聞
記
事
で
は
、
ジ
ョ
リ
ー
は
楚
人

冠
の
質
問
を
受
け
、
鶴
の
丸
の
紋
に
つ
い
て
同
日

に
解
説
し
て
い
た
よ
う
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
実
は
次
の
『
戦
に
使
し
て
』
の
引
用
か
ら

も
わ
か
る
よ
う
に
、
ジ
ョ
リ
ー
は
楚
人
冠
の
質
問

に
対
し
て
翌
日
に
手
紙
で
回
答
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
下
線
の
と
こ
ろ
が
『
戦
に
使
し
て
』
の
中
で

あ
ら
た
に
付
け
加
え
ら
れ
た
部
分
で
あ
る
。

　
　

�

之
を
ジ
ョ
リ
ー
先
生
に
質
せ
ば
、
ジ
ョ
リ
ー

君
い
づ
れ
能
く
調
べ
た
上
で
と
い
つ
て
、
其

の
日
は
帰
つ
た
が
、
翌
日
寄
越
し
た
手
紙
に

よ
る
と
、
凡
鶴
の
丸
に
は（
６
）（
後
略
）

す
な
わ
ち
、
ジ
ョ
リ
ー
は
そ
の
日
に
家
に
戻

り
、
自
分
の
蔵
書
で
あ
る
独
文
の
フ
ー
ゴ
・
ス
ト

レ
ー
ル
（H

ugo G. Ströhl

）
著
『
日
本
紋
帳
』

（Japanisches W
appenbuch （

７
））
を
使
っ
て
調
査

し
た
後
、
翌
日
に
楚
人
冠
に
英
文
の
手
紙
を
送
り
、

新
聞
記
事
に
掲
載
さ
れ
た
「
鶴
の
丸
云
々
」
の
説

明
を
報
告
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
手
紙
が
英
文
で

書
か
れ
て
い
た
こ
と
は
、
二
つ
の
鶴
の
丸
の
形
容

部
分
に
「
オ
ー
プ
ン
（open

）」
と
「
ク
ロ
ー
ズ

ト
（closed

）」
と
い
う
フ
リ
ガ
ナ
が
付
さ
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
も
判
明
す
る
。

　

実
は
、
ア
ン
リ
・
ジ
ョ
リ
ー
は
日
本
関
係
の
和

古
書
や
洋
書
な
ど
の
蔵
書
家
で
、
家
紋
に
も
興
味

を
持
ち
、
フ
ー
ゴ
・
ス
ト
レ
ー
ル
の
著
書
を
所
蔵

し
て
い
た
。
彼
が
同
書
を
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
は
、

死
後
に
彼
の
蔵
書
が
売
り
に
出
さ
れ
た
際
の
古
書

店
の
目
録
か
ら
判
明
す
る（
８
）。
ス
ト
レ
ー
ル
の
著
書

の
四
七
～
四
八
ペ
ー
ジ
に
は
、
二
つ
の
鶴
の
丸
の

紋
（「
開
い
た
」
も
の
と
「
ひ
つ
包
ん
だ
」
も
の
）

お
よ
び
同
紋
を
使
用
し
た
公
家
や
大
名
な
ど
の
名

前
が
列
挙
さ
れ
て
い
た
（
写
真
４
）。
す
な
わ
ち
、

朝
日
新
聞
の
記
事
に
掲
載
さ
れ
た
情
報
が
含
ま
れ

て
い
た
。

　

た
だ
、
ジ
ョ
リ
ー
の
英
文
の
手
紙
を
受
け
取
っ

た
楚
人
冠
は
い
く
つ
か
の
誤
読
を
し
て
い
た
。
楚

人
冠
の
記
事
を
子
細
に
検
討
す
る
と
、
以
下
の
こ

と
が
判
明
す
る
。
ま
ず
赤
穂
の
毛
利
家
と
い
う
の

は
赤
穂
の
森
家
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
万
里
小

路
は
勘か
で
の
こ
う
じ

解
由
小
路
、
水
本
は
三み
む
ろ
ど

室
戸
、
浦
松
は
裏

松
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
浦
松
に
つ
い
て
は

『
戦
に
使
し
て
』
で
は
順
序
を
逆
に
し
て
松
浦
に

変
更
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
楚
人
冠
は
ジ
ョ

リ
ー
の
手
紙
に
記
載
さ
れ
た
ロ
ー
マ
字
名
を
正
し

く
漢
字
名
に
直
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
楚
人
冠
の
朝
日
新
聞
の
記

事
を
読
ん
だ
沼
田
頼
輔
は
、
日
本
の
家
紋
が
海
外

で
英
国
紋
章
学
者
ジ
ョ
リ
ー
な
ど
に
よ
っ
て
盛
ん

に
研
究
さ
れ
て
い
る
と
、
い
い
意
味
で
過
大
に
評

価
し
、
そ
の
こ
と
を
日
本
人
と
し
て
恥
辱
に
感
じ
、

そ
れ
を
跳
ね
返
す
た
め
に
日
本
人
の
威
信
を
背
負

い
、
紋
章
研
究
に
一
層
専
心
す
る
こ
と
に
し
た
の

で
あ
る
。
た
だ
、
沼
田
は
ア
ン
リ
・
ジ
ョ
リ
ー
の

こ
と
を
英
国
の
紋
章
学
者
と
し
て
い
る
が
、
そ

れ
は
誤
解
で
、
彼
は
ロ
ン
ド
ン
在
住
の
フ
ラ
ン
ス

人
で
、
本
職
は
電
気
自
動
車
の
電
池
の
技
術
者
で

あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
彼
は
日
本
美
術
に
通
暁
し

て
お
り
、
特
に
鐔つ
ば

な
ど
の
刀
装
具
の
専
門
家
で

あ
っ
た
。

1）�沼田頼輔『日本紋章学』明治書院 , 1926. 自序
pp.1-5.

2）『朝日新聞』1915 年 4 月 27 日付 p.6.
3）�アンリ・ジョリーは本阿弥光遜著『日本刀』（日

本刀研究会、1914）を旧蔵しており、同書の「刀
剣取扱の作法」の部分を参照したようである。彼
の死後、同書は国立美術図書館に収蔵された。

4）『朝日新聞』1915 年 4 月 27 日付 p.6.
5）�沼田頼輔『日本紋章学』明治書院 , 1926. 自序

pp.2-3.
6）�杉村広太郎『戦に使して』至誠堂書店 , 1915. p.440. 
7）�Hugo Gerard Ströhl, Japanisches Wappenbuch, Nihon 

moncho: ein Handbuch für Kunstgewerbetreibende 
und Sammler, Wien: Anton Schroll, 1906.

8）�Bernard Quaritch (Firm), Catalogue, No.362 
(February 1921). p.102.

写真４　『日本紋帳』p.47
Hugo Gerard Ströhl,  Japanisches 
Wappenbuch,  Nihon moncho:  ein 
Handbuch für Kunstgewerbetreibende 
und Sammler, Wien: Anton Schroll, 
1906.
＜国立国会図書館請求記号　Ba-144>
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写真５　ギメ美術館が所蔵している、徳川家慶旧蔵の長櫃。家紋が装飾されている。
国際日本文化研究センター日文研データベース「外像」
https://sekiei.nichibun.ac.jp/GAI/ja/detail/?gid=GO024002&hid=112

第一次世界大戦以前における
外国人による日本の家紋研究略史

Episode 2

　

日
本
に
在
住
し
た
英
国
の
公
使
館
員
ト
ー
マ
ス
・

マ
ク
ラ
ッ
チ
ー
（T

hom
as R. H

. M
cClatchie

）

は
、
一
八
七
六
年
に
日
本
ア
ジ
ア
協
会
（A

siatic 
Society of Japan

）
の
会
合
で
「
日
本
の
紋
章
」

（Japanese H
eraldry

）
と
い
う
論
文
を
発
表
し
た
。

同
論
文
は
翌
年
に
刊
行
さ
れ
た
同
協
会
の
紀
要
に
掲

載
さ
れ
た（
９
）。
マ
ク
ラ
ッ
チ
ー
は
西
洋
の
紋
章
と
の
比

較
で
、
家
紋
な
ど
と
し
て
使
用
さ
れ
た
日
本
の
紋
章

を
主
に
武
家
の
歴
史
に
沿
っ
て
詳
細
に
紹
介
し
た
。

　

マ
ク
ラ
ッ
チ
ー
の
論
文
に
続
い
て
、
二
点
の
フ

ラ
ン
ス
語
の
文
献
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ア
ペ
ー
ル

（Georges V
. A

ppert

）、
木
下
広
次
共
著
『
古
代

の
日
本
』（A

ncien Japon （
１
０
）） 

お
よ
び
Ｌ
・
ド
・
ミ

ル
エ
（Léon de M

illoué

）、
カ
ワ
ム
ラ
・
セ
イ
イ
チ

（S.Kaw
am
oura

）
共
著
『
将
軍
家
慶
（1838-1853

）

の
宝
箱　

紋
章
学
と
歴
史
研
究（
１
１
）』
が
刊
行
さ
れ
た
。

一
八
八
八
年
に
出
版
さ
れ
た
前
著
で
は
、
武
鑑
な
ど

か
ら
引
用
さ
れ
た
家
紋
の
図
版
や
表
が
九
十
ペ
ー
ジ

以
上
に
わ
た
り
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
一
八
九
六
年
に

出
版
さ
れ
た
後
著
は
、
ギ
メ
美
術
館
が
所
蔵
し
て
い

る
第
十
二
代
将
軍
徳
川
家
慶
旧
蔵
の
長
櫃
〔
宝
箱
〕

（
写
真
５
）
に
飾
ら
れ
た
家
紋
お
よ
び
そ
の
家
紋
を

使
用
し
た
大
名
家
な
ど
を
列
挙
し
た
文
献
で
あ
る

（
次
頁
写
真
６
）。
長
櫃
に
は
二
百
七
十
一
個
の
家
紋

が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

　

一
方
、
ド
イ
ツ
語
圏
で
は
二
十
世
紀
に
入
っ
て
か

ら
、
二
点
の
重
要
な
文
献
が
出
版
さ
れ
た
。
一
つ
は

一
九
〇
三
年
に
ベ
ル
リ
ン
で
刊
行
さ
れ
た
ル
ド
ル

フ
・
ラ
ン
ゲ
（Rudolf von Lange

）
著
「
日
本
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の
紋
章
」（Japanische W

appen

）
で
あ
る
。
そ

の
長
文
の
論
文
は
『
ベ
ル
リ
ン
大
学
東
洋
語
学
校

論
文
集
』（M

itteilungen des Sem
inars für 

O
rientalische Sprachen an der K

öniglichen 
F

riedrich W
ilhelm

s-U
niversität zu 

Berlin

）
第
一
部
門
東
ア
ジ
ア
編
の
第
六
年
度
報

（
一
九
〇
三
年（
１
２
）） 

に
収
録
さ
れ
て
い
た
。

　

ル
ド
ル
フ
・
ラ
ン
ゲ
は
ベ
ル
リ
ン
大
学
東
洋

語
学
校
の
日
本
学
の
教
授
で
、
お
雇
い
外
国
人

と
し
て
日
本
に
滞
在
し
た
経
験
が
あ
っ
た
。
ラ
ン

ゲ
の
「
日
本
の
紋
章
」
は
和
古
書
な
ど
の
日
本
語

文
献
を
多
用
し
た
学
術
論
文
で
、
家
紋
の
図
版
も

千
三
百
三
十
点
ほ
ど
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
注
目
す

べ
き
点
は
、
家
紋
に
関
す
る
最
初
の
重
要
な
文

献
で
あ
る
『
見
聞
諸
家
紋
』（『
群
書
類
従
』
第

四
百
二
十
四
所
収
）
に
言
及
し
て
い
た
こ
と
で
あ

る
。
な
お
、
東
洋
語
学
校
の
日
本
学
の
講
師
辻
高た
か

衡ひ
ら

が
ラ
ン
ゲ
の
研
究
を
支
援
し
た
。

　

も
う
一
つ
の
ド
イ
ツ
語
文
献
は
、
ウ
ィ
ー
ン

で
刊
行
さ
れ
た
フ
ー
ゴ
・
ス
ト
レ
ー
ル
（H

ugo 
G. Ströhl

）
著
『
日
本
紋
帳
』（Japanisches 

W
appenbuch

）
で
あ
る
（
写
真
７
）。
ア
ン
リ
・

ジ
ョ
リ
ー
が
利
用
し
た
書
籍
で
あ
る
。
同
書
は
参

考
文
献
と
し
て
『
文
政
武
鑑
』、『
嘉
永
武
鑑
』、『
早

引
定
紋
鑑
』、『
い
ろ
は
引
紋
帳
』、『
新
調
更
正
華

族
名
鑑
大
全
』、『
日
本
諸
侯
之
旗
印
』
な
ど
を
利

用
し
、
家
紋
の
数
も
類
似
の
も
の
を
含
め
れ
ば

六
百
点
以
上
、
掲
載
さ
れ
た
家
紋
に
添
付
さ
れ
た

番
号
で
数
え
れ
ば
五
百
四
十
三
点
が
掲
載
さ
れ
て

い
た
。
ま
た
、
ス
ト
レ
ー
ル
の
研
究
を
援
助
し
た

人
物
の
中
に
は
、
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
シ
ー
ボ
ル
ト

（H
einrich von Siebold

、
大
シ
ー
ボ
ル
ト
の
次

男
）、
広
島
高
等
師
範
学
校
の
教
員
と
し
て
ウ
ィ
ー

ン
大
学
に
留
学
し
て
い
た
中な
か
の
め目
覚あ
き
ら、
そ
れ
に
前
述

の
「
日
本
の
紋
章
」
の
著
者
ル
ド
ル
フ
・
ラ
ン
ゲ

な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た
。

写真 7　『日本紋帳』表紙
H u g o  G e r a r d  S t r ö h l ,  J a p a n i s c h e s 
W a p p e n b u c h ,  N i h o n  m o n c h o :   e i n 
Handbuch für Kunstgewerbetreibende und 
Sammler, Wien: Anton Schroll, 1906.
＜国立国会図書館請求記号　Ba-144>

写真６　『将軍家慶（1838-1853）の宝箱　紋章学と歴史研究』  において、互いに似たモチーフの家紋を集めて掲載している箇所。
L. de Millioué & S.Kawamoura, Coffre à trésor attribué au   shôgoun Iyé-yoshi (1838-1853) Étude héraldique et historique, Paris: E. Leroux, 
1896, pp.184-185　＜国立国会図書館請求記号　F-9 ＞
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 9）   Thomas R. H. McClatchie, ‘Japanese Heraldry’, Transactions of the Asiatic Society of Japan, Vol. 5, Part 1(1877).
10）  Georges Appert & Hiroji Kinoshita, Ancien Japon, [Tokyo: Kokubunsha], 1888.
11）�L. de Millioué & Seiichi Kawamoura, Coffre à trésor attribué au shôgoun  Iyé-yoshi (1838-1853) Étude héraldique et historique, 

Paris: E. Leroux, 1896.
12）�Rudolf von Lange,  ‘Japanische Wappen’, Mitteilungen des Seminars für Orientalische Sprachen an der Königlichen Friedrich 

Wilhelms-Universität zu Berlin. Abt. 1, Ostasiatische Studien, Jahrgang VI (1903). pp.63-281.
13）�Gordon Ambrose Lee, ‘Some Notes on Japanese Heraldry’, Transactions and Proceedings of the Japan Society, London, Vol. 

8, Part 2 (1909). pp.270-292.
14）Kumasaku Tomita & G. Ambrose Lee, Japanese Treasure Tales, 〔London:〕 Yamanaka & Co., 1906.
15）�Albert J. Koop, ‘The Construction and Blazonry of Mon’, Transactions and Proceedings of the Japan Society, London, Vol. 9 

(1912). pp.280-312.
16）�Albert J. Koop & Hogitaro Inada, 銘字便覽 / Japanese Names and How to Read Them, ［London:］Eastern Press, 1923.

　

続
い
て
、
家
紋
研
究
の
舞
台
は
ロ
ン
ド
ン
に

移
動
す
る
。
ロ
ン
ド
ン
日
本
協
会
は
一
八
九
一

年
に
設
立
さ
れ
、『
倫
敦
日
本
協
会
雑
誌
』

（T
ransactions and Proceedings of the 

Japan Society, London

）
が
翌
年
か
ら
刊
行
さ

れ
始
め
た
。
一
九
〇
九
年
の
ロ
ン
ド
ン
日
本
協
会

の
例
会
で
、
Ｇ
・
ア
ン
ブ
ロ
ー
ズ
・
リ
ー
（Gordon 

A
m

brose Lee

）
が
「
日
本
の
紋
章
に
つ
い
て
の

雑
記
」
と
い
う
論
文
（
ペ
ー
パ
ー
）
を
読
み
、
同

論
文
が
同
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
倫
敦
日
本
協
会
雑

誌
』
第
八
巻
第
二
部
に
掲
載
さ
れ
た
（
１
３
）。
ア
ン
ブ

ロ
ー
ズ
・
リ
ー
は
英
国
の
紋
章
学
院
（College of 

A
rm

s

）
の
紋
章
官
（H

erald

）
で
、
ま
さ
に
沼

田
が
言
及
し
た
英
国
の
紋
章
学
者
に
相
当
す
る
。

し
か
も
、
彼
は
一
九
〇
六
年
に
は
山
中
商
会
ロ
ン

ド
ン
支
店
の
支
配
人
富
田
熊
作
と
の
共
著
で
『
日

本
の
貴
重
な
話
』（Japanese T

reasure T
ale （

１
４
）

s

）

と
い
う
小
著
を
出
版
し
て
い
た
。
ア
ン
ブ
ロ
ー
ズ
・

リ
ー
は
紋
章
の
専
門
家
の
立
場
か
ら
、
日
本
の
紋

章
、
特
に
家
紋
に
つ
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
古
代
エ

ジ
プ
ト
・
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
紋
章
と
の
比
較
な
ど

を
通
し
て
適
切
に
紹
介
し
た
。

　

さ
ら
に
一
九
一
一
年
に
は
、
ア
ル
バ
ー
ト
・
コ
ー

プ
（A

lbert J. K
oop

）
は
ロ
ン
ド
ン
日
本
協
会
の

例
会
で
「
紋
の
構
成
と
き
ら
び
や
か
な
装
飾
」
と
い

う
論
文
（
ペ
ー
パ
ー
）
を
読
み
、
同
論
文
は
翌
年
に

刊
行
さ
れ
た
『
倫
敦
日
本
協
会
雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ

た（
１
５
）。
ア
ル
バ
ー
ト
・
コ
ー
プ
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ア

ル
バ
ー
ト
博
物
館
が
大
学
の
卒
業
者
を
職
員
に
採
用

し
始
め
た
最
初
の
世
代
に
属
し
（
コ
ー
プ
は
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
大
学
を
卒
業
し
、
二
、三
年
私
立
学
校
の
教

員
を
し
た
後
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ア
ル
バ
ー
ト
博
物

館
に
入
館
し
た
）、
日
本
語
を
学
び
、
一
九
二
三
年

に
は
日
本
の
美
術
商
稲
田
賀
太
郎
と
の
共
著
で
『
銘

字
便
覧
』（Japanese N

am
es and H

ow
 to Read 

T
hem

）
を
出
版
し
た
（
１
６
）。
同
書
は
日
本
美
術
研
究
お

よ
び
日
本
研
究
の
た
め
の
参
考
文
献
で
あ
る
。
彼
は

漢
字
を
修
得
し
た
の
で
、
中
国
語
文
献
も
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
コ
ー
プ
は
後
年
、ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア・

ア
ル
バ
ー
ト
博
物
館
の
金
属
細
工
部
の
部
長
に
就
任

し
た
。

　

コ
ー
プ
の
論
文
は
『〔
明
治
新
選
〕
以
呂
波
早
引

紋
帳
大
全
』、『
い
ろ
は
引
紋
帳
』、『
無
双
広
益
紋
帳
』

な
ど
に
言
及
し
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
家

紋
の
用
語
の
分
析
な
ど
で
本
領
が
発
揮
さ
れ
て
い

た
。彼
の
日
本
語
能
力
を
駆
使
し
た
論
文
で
あ
っ
た
。

以
上
の
三
点
の
紋
帳
は
、ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア・ア
ル
バ
ー

ト
博
物
館
の
図
書
館
で
あ
る
英
国
の
国
立
美
術
図
書

館
（N

ational A
rt Library

）
が
所
蔵
し
て
い
た
。
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ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ア
ル
バ
ー
ト
博
物
館
は
デ
ザ
イ

ン
や
装
飾
美
術
な
ど
を
専
門
と
す
る
博
物
館
で
あ

る
。
同
博
物
館
は
一
八
五
二
年
に
開
館
し
た
。
当
初

は
サ
ウ
ス
・
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
博
物
館
と
呼
称
し
た
が
、

十
九
世
紀
の
終
わ
り
に
現
在
の
名
称
に
変
更
し
た
。

国
立
デ
ザ
イ
ン
学
校
の
図
書
館
も
同
博
物
館
の
中
に

移
動
し
、
一
八
六
五
年
に
国
立
美
術
図
書
館
に
改
称

し
た
。
国
立
美
術
図
書
館
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ア
ル

バ
ー
ト
博
物
館
の
中
に
設
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、
通

常
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ア
ル
バ
ー
ト
博
物
館
の
図
書

館
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
現
在
博
物
館
の

方
は
毎
日
開
館
し
て
い
る
の
に
対
し
、
図
書
館
は
週

三
日
間
開
い
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

　

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ア
ル
バ
ー
ト
博
物
館
は
早
い
時

期
か
ら
日
本
の
美
術
品
を
集
め
始
め
た
。
国
立
美
術

図
書
館
も
日
本
美
術
の
資
料
を
収
集
し
、
一
八
九
〇

年
代
に
日
本
美
術
に
関
す
る
目
録
を
二
冊
出
版
し

た
。
最
初
の
目
録
は
和
古
書
、
絵
本
、
画
帳
、
版
画

な
ど
の
日
本
語
ま
た
は
日
本
の
資
料
（
日
本
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
）
を
収
録
し
、
一
八
九
三
年
に
出
版
さ
れ

た（
１
７
）。
二
冊
目
は
日
本
美
術
関
係
の
洋
書
の
目
録
で
、

一
八
九
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
（
１
８
）。

　

日
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
目
録
は
エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｆ
・

ス
ト
レ
ン
ジ
（Edw

ard Fairbrother Strange

）

に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
。
小
脇
源
治
郎
が
日
本
語
の

翻
訳
作
業
を
援
助
し
た
。
小
脇
は
英
国
に
留
学
中
翻

訳
な
ど
の
仕
事
で
学
資
を
稼
い
で
い
た
と
い
う
（
１
９
）。
小

脇
は
帰
国
後
三
井
物
産
に
入
社
し
、
同
社
で
は
重
役

な
ど
と
し
て
活
躍
し
た
。
ス
ト
レ
ン
ジ
も
「
小
脇
は

国
立
美
術
図
書
館
の
た
め
に
翻
訳
の
仕
事
に
従
事
し

た
が
、
我
々
は
目
録
を
準
備
す
る
際
に
そ
の
小
脇
の

翻
訳
を
利
用
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
（
２
０
）。
目
録
が
出
版

さ
れ
た
当
時
、
国
立
美
術
図
書
館
は
八
百
点
の
日
本

語
書
籍
、
一
万
二
千
点
の
浮
世
絵
版
画
（
単
品
だ
け

で
は
な
く
、
画
帳
な
ど
に
入
っ
て
い
る
も
の
を
含

む
）、
四
百
点
の
線
描
画
を
所
蔵
し
て
い
た
と
い
う
（
２
１
）。

　

二
十
世
紀
の
最
初
の
四
半
世
紀
（
一
九
〇
一
年
―

一
九
二
五
年
）
頃
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ア
ル
バ
ー
ト

博
物
館
に
は
二
人
の
日
本
美
術
の
専
門
家
が
い
た
。

一
人
は
前
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
紹
介
し
た
ア
ル
バ
ー

ト
・
コ
ー
プ
で
あ
る
。
も
う
一
人
は
エ
ド
ワ
ー
ド
・

Ｆ
・
ス
ト
レ
ン
ジ
（
写
真
８
）
で
あ
る
。
年
齢
、
地

位
、
業
績
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
ス
ト
レ
ン
ジ
が
先

輩
、
コ
ー
プ
が
後
輩
に
相
当
す
る
。
ス
ト
レ
ン
ジ

は
一
八
六
二
年
に
英
国
の
ウ
ー
ス
タ
ー
で
生
ま
れ

た
。
ウ
ー
ス
タ
ー
大
聖
堂
学
校
や
キ
ッ
ダ
ー
ミ
ン
ス

タ
ー
の
グ
ラ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
で
教
育
を
受
け
、
一
八

歳
頃
に
公
務
員
に
な
っ
た
。
一
八
八
八
年
（
二
五
歳

の
時
）
に
は
、
英
国
人
事
委
員
会
に
よ
る
博
物
館
の

ア
シ
ス
タ
ン
ト
（A

ssistant

）
の
予
備
試
験
に
合
格

し
た
（
２
２
）。
博
物
館
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
は
キ
ュ
レ
ー
タ
ー

（curator

）
関
係
の
最
初
の
ポ
ス
ト
で
あ
ろ
う
。

　

ス
ト
レ
ン
ジ
は
一
八
八
九
年
に
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・

ア
ル
バ
ー
ト
博
物
館
に
入
館
し
、
一
八
九
一
年
か
ら

国
立
美
術
図
書
館
に
勤
務
し
た
。
二
年
後
に
前
述
の

日
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
目
録
を
刊
行
し
た
。
目
録
刊

行
時
の
地
位
が
ア
シ
ス
タ
ン
ト
で
あ
っ
た
の
で
、
お

国立美術図書館の日本美術専門家たち
～エドワード F. ストレンジと日本コレクション目録編纂～
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そ
ら
く
彼
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ア
ル
バ
ー
ト
博
物
館

に
は
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
入
館
し
た
の
で
あ
ろ

う
。

　

ス
ト
レ
ン
ジ
は
も
と
も
と
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
関
係
に

興
味
を
持
っ
て
お
り
、
国
立
美
術
図
書
館
で
は
版
画

や
線
描
画
な
ど
の
目
録
や
索
引
を
作
成
す
る
仕
事
に

従
事
し
、
ま
た
資
料
の
収
集
に
関
し
て
は
、
当
時
の

図
書
館
の
ト
ッ
プ
（K

eeper

）
で
あ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム・

Ｈ
・
ウ
ィ
ー
ル
（W

illiam
 H

. W
eale

、
美
術
史
家
）

の
下
で
、
書
籍
だ
け
で
は
な
く
、
版
画
、
線
描
画
、

写
真
な
ど
を
収
集
し
た
と
い
う
（
２
３
）。
要
す
る
に
、
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
に
関
連
し
た
図
書
館
資
料
を
充
実
さ
せ
た

の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
彼
は
浮
世
絵
版
画
な
ど
の

日
本
美
術
資
料
に
興
味
を
持
ち
、
前
記
し
た
国
立
美

術
図
書
館
所
蔵
の
日
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
目
録
を
刊

行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

ス
ト
レ
ン
ジ
は
浮
世
絵
関
係
を
含
め
て
多
数
の
著

作
物
を
刊
行
し
た
著
述
家
で
あ
り
、
百
科
事
典
『
ブ

リ
タ
ニ
カ
』
の
寄
稿
者
で
も
あ
っ
た
。
日
本
美
術
の

分
野
で
は
、
日
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
目
録
に
続
い

て
、
一
八
九
七
年
に
『
日
本
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
』（Japanese Illustration

）
と
い
う
書
籍
を
出

版
し
た
（
２
４
）。
同
年
に
は
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
か
ら
副
部
長

（A
ssistant K

epper

）
に
昇
進
し
た
（
２
５
）。

　

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ア
ル
バ
ー
ト
博
物
館
は

一
九
〇
九
年
に
新
し
い
建
物
が
完
成
す
る
こ
と
を
契

機
に
し
て
、
内
部
組
織
の
編
成
を
変
え
た
。
そ
の
結

果
、
新
た
に
“
彫
刻
・
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
・
デ

ザ
イ
ン
（Engraving, Illustration and D

esign

、

E.I.D
.

）”
と
い
う
部
が
創
設
さ
れ
た
。
国
立
美
術
図

書
館
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
関
係
の
資
料
、
た
と
え
ば
浮

世
絵
版
画
な
ど
は
”E.I.D

.

” 

に
移
さ
れ
た
。”E.I.D

.

” 

創
設
の
動
き
を
推
進
し
た
の
は
（
ま
た
は
扇
動
し
た

の
は
？
）
ス
ト
レ
ン
ジ
で
あ
る
と
い
わ
れ
（
２
６
）、
当
然
彼

も
同
部
に
移
動
し
、部
長
（K

eeper

）
に
就
任
し
た
。

　　

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ア
ル
バ
ー
ト
博
物
館
に
と
っ
て
、

ラ
イ
バ
ル
（
ま
た
は
目
標
と
す
る
対
象
？
）
に
あ
た

る
の
は
大
英
博
物
館
で
あ
る
。
大
英
博
物
館
で
は
、

同
館
の
図
書
館
（
大
英
博
物
館
図
書
館
、
現
在
の
英

国
図
書
館
）
と
は
別
に
版
画
・
線
描
画
部
が
あ
り
、

後
年
同
部
か
ら
東
洋
版
画
・
線
描
画
支
部
が
派
生
し

た
。
同
支
部
で
は
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ビ
ニ
ョ
ン
（
部
長
）

や
ア
ー
サ
ー
・
ウ
ェ
イ
リ
ー
（
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）
が

浮
世
絵
版
画
な
ど
を
担
当
し
て
い
た
。

　

ロ
ー
レ
ン
ス
・
ビ
ニ
ョ
ン
は
著
述
家
と
し
て
日
本

や
東
洋
の
美
術
関
係
の
著
作
物
を
刊
行
し
、
日
本
語

や
中
国
語
を
修
得
し
た
ウ
ェ
イ
リ
ー
は
、
そ
れ
ら
の

文
献
の
利
用
の
面
で
本
領
を
発
揮
し
た
。
特
に
ウ
ェ

イ
リ
ー
は
『
源
氏
物
語
』
の
英
訳
者
と
し
て
有
名
で

あ
る
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ア
ル
バ
ー
ト
博
物
館
の
場

合
も
、
多
少
大
英
博
物
館
の
状
況
に
似
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
る
。
先
輩
の
ス
ト
レ
ン
ジ
は
浮
世
絵
関
係
の

著
作
物
を
数
点
出
版
し
、後
輩
の
ア
ル
バ
ー
ト・コ
ー

プ
は
ウ
ェ
イ
リ
ー
の
よ
う
に
日
本
語
が
直
接
に
関
係

す
る
分
野
で
活
躍
し
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
コ
ー
プ

の
主
著
は
『
銘
字
便
覧
』
で
あ
っ
た
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
が
始
ま
る
と
、
ス
ト
レ
ン
ジ

は
軍
務
に
就
き
、
中
佐
（Lieutenant-Colonel

）
の

称
号
を
与
え
ら
れ
た
。
終
戦
時
の
一
九
一
八
年
に

はC.B.E.

（
大
英
帝
国
勲
章
第
三
位
）
を
受
章
し

て
い
る
。
そ
の
後
、
彼
は
食
料
省
に
入
り
、
引
き

続
き
一
九
二
一
年
頃
ま
で
同
省
の
仕
事
に
従
事
し

た
。
ス
ト
レ
ン
ジ
が
軍
務
な
ど
に
従
事
し
て
い
た
時

期
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ア
ル
バ
ー
ト
博
物
館
内
に
お

け
る
彼
の
地
位
に
つ
い
て
は
、
多
少
不
明
な
部
分
が

あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
彼
は
一
九
一
四
年
か
ら

一
九
二
九
年
ま
で
木
工
・
家
具
部
の
部
長
（K

eeper 
of W

oodw
ork and Furniture

）に
就
任
し
て
い
た
。

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ア
ル
バ
ー
ト
博
物
館
内
の
日
本
関

係
の
専
門
家
の
役
職
に
つ
い
て
は
、
ス
ト
レ
ン
ジ
が

写真８　エドワード F. ストレンジ（Edward Fairbrother 
Strange）
ヴィクトリア・アルバート博物館ウェブサイト
https://collections.vam.ac.uk/item/O752976/lieutenant-
colonel-edward-fairbrother-strange-drawing-dodd-francis/
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木
工
部
の
部
長
で
あ
る
の
に
対
し
、
先
述
し
た
よ
う

に
、
ア
ル
バ
ー
ト
・
コ
ー
プ
は
後
年
金
属
細
工
部
の

部
長
（K

eeper of M
etalw

ork

）
に
就
任
し
て
い

た
。
両
者
は
そ
れ
な
り
の
地
位
に
就
い
て
い
た
と
い

え
る
。

　

さ
て
、
再
び
話
題
を
一
八
九
三
年
に
刊
行
さ
れ
た

国
立
美
術
図
書
館
の
日
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
目
録
に

戻
す
こ
と
に
し
よ
う
。
同
目
録
に
は
「
デ
ザ
イ
ン
と

装
飾
」（
デ
ザ
イ
ン
・
模
様
・
家
紋
・
各
種
図
案
資
料
）

と
い
う
部
分
が
あ
り
、
三
〇
点
の
資
料
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
中
に
は
『〔
明
治
新
選
〕
以
呂
波
早

引
紋
帳
大
全（
２
７
）』、『
い
ろ
は
引
紋
帳（
２
８
）』、『
無
双
広
益
紋

帳（
２
９
）』
な
ど
の
紋
帳
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
三

点
は
、
前
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
ア
ル
バ
ー
ト
・
コ
ー
プ

が
言
及
し
た
紋
帳
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
ス
ト
レ
ン
ジ

自
身
が
そ
れ
ら
を
購
入
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

日
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
目
録
の
編
纂
者
で
あ
る
ス

ト
レ
ン
ジ
も
、
紋
帳
を
含
む
家
紋
や
模
様
な
ど
の
資

料
に
つ
い
て
大
変
感
銘
を
受
け
た
ら
し
く
、
ロ
ン
ド

ン
日
本
協
会
の
例
会
で
「
国
立
美
術
図
書
館
（
サ
ウ

ス
・
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
博
物
館
）
の
日
本
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
と
い
う
論
文
（
ペ
ー
パ
ー
）
を
読
ん
だ
時
に
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

�

わ
あ
！　

ま
さ
に
日
本
の
紋
章
学
は
、
数
冊
の

小
さ
な
本
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
今

で
は
一
冊
数
ペ
ン
ス
で
〔
安
価
に
〕
買
う
こ
と

が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の
本
に
よ
り
伝

統
的
な
装
飾
の
設
計
に
つ
い
て
も
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
（
３
０
）。

も
ち
ろ
ん
、
数
冊
の
小
さ
な
本
を
代
表
す
る
の
は
、

ア
ル
バ
ー
ト
・
コ
ー
プ
も
言
及
し
た
三
点
の
紋
帳
で

あ
っ
た
。

17）�Japanese Art. I. Japanese Books and Albums of Prints in Colour in the National Art Library, 
South Kensington, 〔London:〕H.M.S.O., 1893.

18）�Japanese Art. II. Books relating to Japanese Art in the National Art Library, South Kensington 
Museum, 〔London:〕H.M.S.O., 1898.

19）『大正人名辞典』, 東洋新報社 , 1914. p.1373.
20） �Edward F. Strange, ‘Japanese Collections in the National Art Library, South Kensington 

Museum’, Transactions and Proceedings of the Japan Society, London, Vol.4 (1895-1896)  p.3.
21）�Edward F. Strange, ‘Japanese Collections in the National Art Library, South Kensington 

Museum’, Transactions and Proceedings of the Japan Society, London, Vol.4 (1895-1896). p.2.
22）The London Gazette, September 21, 1888. p.5281.
23）�Anthony Burton, ‘Cultivating the First Generation of Scholars at the Victoria and Albert 

Museum’, Nineteenth-Century Art Worldwide, 14, no. 2 (Summer 2015). p.154.  http://
www.19thc-artworldwide.org/summer15/burton-on-first-generation-of-scholars-at-
victoria-and-albert-museum (accessed January 2, 2026).

24）�Edward F. Strange, Japanese Illustration:  A History of the Arts of Wood-cutting and Colour 
Printing in Japan, London: George Bell and sons, 1897.

25）London Gazette, February 19, 1897. p.992.
26）�Anthony Burton, ‘Cultivating the First Generation of Scholars at the Victoria and Albert 

Museum’, Nineteenth-Century Art Worldwide, 14, no. 2 (Summer 2015). p.152. http://
www.19thc-artworldwide.org/summer15/burton-on-first-generation-of-scholars-at-
victoria-and-albert-museum (accessed January 2, 2026).

27）島原五左衛門編『明治新選以呂波早引紋帳大全』, 大庭新八 ,1881.
28）田中菊雄編『いろは引紋帳』, 松崎半造 [ 求古堂 ], 1881.
29）村上正武編『無双広益紋帳』, 前川善兵衛 , 1885.
30）�Edward F. Strange, ‘Japanese Collections in the National Art Library, South Kensington 

Museum’, Transactions and Proceedings of the Japan Society, London, Vol.4 (1895-1896). p.8.
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1916 年、ヴィクトリア・アルバート博物館に

『見聞諸家紋』や紋帳などが
収蔵された由来について

Episode 4

　

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ア
ル
バ
ー
ト
博
物
館
（
国
立
美

術
図
書
館
）
所
蔵
の
家
紋
資
料
の
話
題
に
関
し
て
、

次
に
注
目
し
た
い
の
は
同
博
物
館
が
第
一
次
世
界
大

戦
中
の
一
九
一
六
年
に
受
領
し
た
寄
贈
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
同
博
物
館
が
寄
贈
の
一
環
と
し
て
受
贈
し

た
日
本
語
文
献
の
中
に『
見
聞
諸
家
紋
』（
写
本
）、『
早

引
定
紋
鑑
』、『
古
代
紋
集
』
な
ど
の
家
紋
資
料
が
含

ま
れ
て
い
た
。

　

そ
れ
ら
の
家
紋
資
料
中
で
特
に
興
味
深
い
文
献
は

『
見
聞
諸
家
紋
』
で
あ
る
。
同
書
は
家
紋
を
集
め
た

最
古
の
写
本
で
、
二
十
八
点
が
日
本
国
内
の
図
書
館

な
ど
で
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
国
立
国
会
図
書
館
も
二

点
所
蔵
し
て
い
る
。
海
外
の
図
書
館
に
関
し
て
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
国
立
美
術
図
書
館
の
写
本
の
み
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。い
ず
れ
に
し
て
も
、『
見
聞
諸
家
紋
』

を
含
め
て
、
そ
れ
ら
の
家
紋
関
係
資
料
は
ど
の
よ
う

な
経
緯
で
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ア
ル
バ
ー
ト
博
物
館
に

収
蔵
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

銀
行
家
で
同
時
に
卓
越
し
た
美
術
品
な
ど
の
収
集

家
で
あ
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｃ
・
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー

（W
illiam

 Cleverly A
lexander

）（
写
真
９
）
は
、

一
九
一
六
年
四
月
に
急
死
し
た
。
そ
の
結
果
、
彼
が

所
蔵
し
て
い
た
邸
宅
（
複
数
）
や
貴
重
な
美
術
品
な

ど
が
遺
族
に
残
さ
れ
た
。
同
氏
に
は
数
人
以
上
の
子

供
が
あ
っ
た
が
、
結
局
三
人
の
娘
、
シ
ス
リ
ー
・
ア

レ
キ
サ
ン
ダ
ー
（Cicely A

lexander

）、
レ
イ
チ
ェ

ル
・
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
（Rachel A

lexander

）

そ
し
て
ジ
ー
ン
・
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
（Jean 

A
lexander

）
が
、
美
術
品
や
邸
宅
の
一
つ
オ
ー
ブ

写真９　ウィリアム  C. アレキサンダー
（William C. Alexander）

Gordon Nares, ‘Aubrey House, Kensington: The Home of 
the Misses Alexander – II’, /Country Life/, May 9, 1957. 
p.923
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レ
イ
・
ハ
ウ
ス
（A

ubrey H
ouse

）（
写
真
10
）
な

ど
を
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・

ア
ル
バ
ー
ト
博
物
館
の
資
料
で
は
、
三
人
の
娘
は

“（the

） M
isses A

lexander

”
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
オ
ー
ブ
レ
イ
・
ハ
ウ
ス
は
後
年
ロ
ン
ド
ン
で

一
番
高
価
な
不
動
産
と
し
て
売
ら
れ
た
大
邸
宅
で

あ
っ
た
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
は
大
変

富
裕
な
実
業
家
で
、
彼
の
家
族
が
オ
ー
ブ
レ
イ
・
ハ

ウ
ス
に
引
っ
越
す
前
に
住
ん
で
い
た
邸
宅
（
ハ
リ
ン

ゲ
イ
・
ハ
ウ
ス
）
で
は
、
使
用
人
だ
け
で
も
十
九
人

雇
用
し
て
い
た
と
い
う
。

　

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
は
日
本
美
術
の

魅
力
を
認
識
し
た
早
期
の
英
国
人
収
集
家
の
一
人

で（
３
１
）、“
日
本
美
術
お
よ
び
中
国
美
術
の
収
集
家
お
よ

び
鑑
識
眼
を
持
っ
た
専
門
家
と
し
て
著
名
で
あ
っ

た（
３
２
）” 

。
彼
自
身
も
「
大
変
上
手
に
デ
ッ
サ
ン
を
描
く

こ
と
が
で
き
る
人
物
で
、
絵
画
の
鑑
定
に
も
優
れ
、

ま
た
応
用
美
術
に
も
造
詣
が
深
く
、
当
初
は
日
本
美

術
を
好
ん
で
い
た
が
、
論
理
的
な
流
れ
で
、
次
第
に

日
本
美
術
の
着
想
の
源
泉
で
あ
る
中
国
美
術
へ
と
傾

倒
し
て
い
っ
た
」
と
い
う
（
３
３
）。

　

彼
は
バ
ー
リ
ン
ト
ン
美
術
ク
ラ
ブ
（Burlington 
Fine A

rts Club

）
の
会
員
で
あ
っ
た
。
同
ク
ラ
ブ

は
ロ
ン
ド
ン
の
有
名
な
紳
士
の
美
術
ク
ラ
ブ
で
あ

り
、
そ
の
会
員
の
中
に
は
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
の
よ
う

な
美
術
品
の
収
集
家
だ
け
で
は
な
く
、
画
家
ジ
ェ
ー

ム
ズ
・
マ
ク
ニ
ー
ル
・
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
（Jam

es 
M

cN
eill W

histler

）
や
画
家
ダ
ン
テ
・
ゲ
イ
ブ
リ

エ
ル
・
ロ
セ
ッ
テ
ィ
（D

ante Gabriel Rossetti

）

な
ど
も
含
ま
れ
て
い
た
。
同
ク
ラ
ブ
は
日
本
の
美
術

品
や
中
国
の
陶
磁
器
な
ど
の
展
覧
会
を
開
催
し
、
ア

レ
キ
サ
ン
ダ
ー
の
収
集
品
も
そ
れ
ら
の
展
覧
会
で
多

数
展
示
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
は
ア
メ
リ
カ
人
の
画
家

で
主
に
英
国
で
活
動
し
て
い
た
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
の
パ

ト
ロ
ン
で
あ
っ
た
。
特
に
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
の
若
い
時

の
支
援
者
で
あ
っ
た
。
彼
の
お
か
げ
で
、
英
国
は
ホ

イ
ッ
ス
ラ
ー
を
評
価
し
な
か
っ
た
と
い
う
不
名
誉
を

受
け
ず
に
す
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
（
３
４
）。

　

ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
は
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
の
家
族
が

住
む
オ
ー
ブ
レ
イ
・
ハ
ウ
ス
の
三
部
屋
を
再
改
装

し
、
そ
の
一
つ
は
日
本
美
術
関
係
の
和
古
書
や
洋
書

を
収
蔵
し
た
図
書
室
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。
ま

た
、
オ
ー
ブ
レ
イ
・
ハ
ウ
ス
は
第
一
次
世
界
大
戦
中

病
院
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
細
か
い
事
情
は
省
く

が
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
の
死
後
、
図
書
室
な
ど
を
病

院
用
の
部
屋
に
改
修
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
父
親
が

一
九
一
六
年
に
死
亡
し
た
後
、
三
人
の
娘
は
ア
レ
キ

サ
ン
ダ
ー
の
収
集
物
の
処
分
を
開
始
す
る
こ
と
に
し

た
。
最
初
に
手
を
付
け
た
の
が
図
書
室
に
収
蔵
さ
れ

て
い
た
日
本
美
術
関
係
の
和
古
書
や
洋
書
で
、
そ
こ

で
三
人
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ア
ル
バ
ー
ト
博
物
館
に

連
絡
を
取
っ
た
。
そ
の
際
に
応
対
し
た
の
が
同
博
物

館
の
職
員
で
あ
る
ア
ル
バ
ー
ト
・
コ
ー
プ
で
あ
っ
た
。

エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｆ
・
ス
ト
レ
ン
ジ
は
前
述
し
た
よ
う

に
軍
務
に
従
事
し
て
い
た
の
で
、
同
博
物
館
に
は
い

な
か
っ
た
。

　

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
の
収
集
物
は
大

写真 10　オーブレイ・ハウス（Aubrey 
House）
G o r d o n  N a r e s ,  ‘ A u b r e y  H o u s e , 
Kensington: The Home of the Misses 
Alexander – I’, /Country Life/, May 2, 
1957. p.873
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変
良
質
で
、
量
も
多
か
っ
た
。
日
本
の
美
術
品
、
中

国
の
美
術
品
、
西
洋
の
美
術
品
、
古
文
書
、
ホ
イ
ッ

ス
ラ
ー
の
絵
画
や
下
絵
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た
。
ア

レ
キ
サ
ン
ダ
ー
旧
蔵
の
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
の
作
品
に

関
し
て
は
、
テ
ー
ト
美
術
館
（T

ate Gallery

）
は

『
灰
と
緑
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
ー
シ
ス
リ
ー
・
ア
レ
キ
サ

ン
ダ
ー
嬢
』
や
『
青
と
銀
の
ノ
ク
タ
ー
ン
ー
チ
ェ
ル

シ
ー
』
な
ど
を
所
蔵
し
て
い
る
。
前
者
は
ア
レ
キ
サ

ン
ダ
ー
の
三
人
の
娘
の
一
人
シ
ス
リ
ー
の
肖
像
画
で

あ
る
。
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
家
の
三
人
の
娘
（
年
長
の

シ
ス
リ
ー
が
亡
く
な
っ
た
後
に
は
二
人
）
は
、
寄
贈

や
売
却
な
ど
の
手
段
を
賢
く
利
用
し
、
長
期
間
を
か

け
て
父
親
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
非
常
に
上
手
に
処
分

し
た
。
ま
た
、
彼
女
ら
は
旧
宅
オ
ー
ブ
レ
イ
・
ハ
ウ

ス
な
ど
も
大
変
手
際
よ
く
利
用
・
管
理
し
た
。

　

一
方
、
日
本
美
術
関
係
の
和
古
書
や
洋
書
の
問
題

に
戻
る
と
、
三
人
の
娘
は
急
い
で
オ
ー
ブ
レ
イ
・
ハ

ウ
ス
の
部
屋
を
病
院
用
に
改
装
す
る
必
要
が
あ
っ

た
。同
ハ
ウ
ス
の
病
院
へ
の
転
用
を
考
慮
に
入
れ
て
、

三
人
の
娘
は
日
本
の
美
術
品
と
一
緒
に
日
本
美
術
関

係
の
和
古
書
や
洋
書
を
、ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア・ア
ル
バ
ー

ト
博
物
館
に
す
ば
や
く
引
き
取
っ
て
も
ら
う
こ
と
を

要
望
し
た
。

　

一
方
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ア
ル
バ
ー
ト
博
物
館
は

日
本
の
美
術
品
だ
け
で
は
な
く
、
あ
わ
よ
く
ば
中
国

の
陶
磁
器
や
青
銅
器
な
ど
も
一
緒
に
譲
り
受
け
た
い

と
希
望
し
て
い
た
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ア
ル
バ
ー

ト
博
物
館
に
残
さ
れ
た
“the M

isses A
lexander

”

の
寄
贈
に
関
す
る
資
料
か
ら
、
そ
の
あ
た
り
の
微
妙

な
駆
け
引
き
の
様
子
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
（
３
５
）。

同
博
物
館
側
で
は
、
主
に
ア
ル
バ
ー
ト
・
コ
ー
プ
が

“the M
isses A

lexander

”
の
寄
贈
を
担
当
し
、
中

国
の
陶
磁
器
は
い
う
に
及
ば
ず
、
中
国
の
青
銅
器
の

一
つ
で
す
ら
す
で
に
受
け
取
っ
た
寄
贈
品
（
日
本
の

美
術
品
や
図
書
）
の
全
部
よ
り
も
価
値
が
あ
る
と
強

調
し
て
い
た
。

　

コ
ー
プ
は
収
集
し
損
ね
た
中
国
の
美
術
品
の
価
値

を
力
説
し
た
が
、
と
は
い
っ
て
も
、
も
と
も
と
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
の
収
集
物
の
質
は
日
本

の
も
の
を
含
め
て
非
常
に
高
く
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・

ア
ル
バ
ー
ト
博
物
館
は
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
の
三
人
の

娘
の
寄
贈
に
よ
り
、最
良
の
日
本
の
美
術
品
（
漆
器
、

印
籠
、
鐔
な
ど
の
刀
装
具
、
刀
剣
、
浮
世
絵
版
画
、

掛
物
な
ど
）
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
あ
る
面

で
は
大
変
幸
運
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ア
レ
キ
サ
ン

ダ
ー
家
の
寄
贈
に
つ
い
て
は
、
一
九
一
七
年
五
月

三
十
一
日
付
の
『
タ
イ
ム
ズ
』
で
も
報
道
さ
れ
た
（
３
６
）。

美
術
品
と
同
時
に
受
贈
し
た
図
書
館
の
資
料
に
つ
い

て
も
、
絵
本
な
ど
を
含
む
和
古
書
も
良
質
の
も
の
が

多
く
、
国
立
美
術
図
書
館
は
日
本
語
の
蔵
書
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
し
、
日
本
美
術
関
係

の
洋
書
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
同
図
書
館
が
所
蔵
し

て
い
た
も
の
が
多
く
、
結
局
複
本
の
多
く
は
博
物
館

の
各
部
門
で
業
務
用
の
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
国
立
美
術
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
た
和
古
書

の
話
題
に
戻
る
と
、
前
述
し
た
よ
う
に
そ
れ
ら
の
和

古
書
の
中
に
、『
見
聞
諸
家
紋
』、『
早
引
定
紋
鑑
』、『
古

代
紋
集
』
な
ど
の
家
紋
関
係
の
資
料
が
含
ま
れ
て
い

た
。
で
は
ど
う
し
て
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
レ
キ
サ
ン

ダ
ー
は
そ
れ
ら
の
資
料
を
所
蔵
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
一
応
、
筆
者
は
次
の
よ
う
に
推
測

し
て
い
る
。

　

ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
は
も
と
も
と
英
国
で
は
比
較
的

早
い
時
期
に
日
本
の
美
術
品
に
興
味
を
抱
い
た
一
人

で
あ
り
、
同
じ
よ
う
に
日
本
美
術
に
魅
了
さ
れ
た
ホ

イ
ッ
ス
ラ
ー
の
作
品
に
注
目
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ

の
結
果
、
彼
は
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
の
重
要
な
支
援
者
お

よ
び
彼
の
作
品
の
収
集
者
に
な
っ
た
。
ホ
イ
ッ
ス

ラ
ー
は
自
分
の
絵
画
の
額
縁
に
家
紋
の
装
飾
を
施

し
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
（
次
頁
写
真
11
）、

日
本
の
家
紋
に
も
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。
ダ
ン
テ
・

ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
・
ロ
セ
ッ
テ
ィ
に
も
同
じ
よ
う
な
こ

と
が
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
が

ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
か
ら
直
接
影
響
を
受
け
た
か
ど
う
か

は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、い
ず
れ
に
し
て
も
彼
も『
見

聞
諸
家
紋
』
や
紋
帳
な
ど
を
収
集
し
た
。
別
の
い
い

方
を
す
れ
ば
、
彼
が
収
集
し
た
絵
本
な
ど
の
和
古
書

の
中
に
『
見
聞
諸
家
紋
』
や
紋
帳
が
含
ま
れ
て
い
た
。

　

た
だ
し
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
が
収
集
し
た
『
見
聞

諸
家
紋
』
を
詳
細
に
調
べ
る
と
、
同
写
本
が
完
本
で

な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
収
集
者
は
日
本
語
を
解
さ
な

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
あ
た
り
に
つ
い
て

は
気
が
付
か
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
同
写
本
の

後
部
に
あ
た
る
三
分
の
一
ほ
ど
が
欠
け
て
い
る
。
家
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紋
の
数
で
い
え
ば
、
全
部
で
二
百
六
十
点
ほ
ど
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
同
写
本
に
は
約
六

割
弱
に
当
た
る
百
四
十
八
点
ほ
ど
し
か
掲
載
さ
れ
て

い
な
い
。
掲
載
さ
れ
て
い
る
家
紋
の
武
家
名
で
い

え
ば
、「
橘
氏　

薬
師
寺
掃
部
助
元
隆
」、「
越
智
氏　

寺
町
」、「
藤
民
部
」、「
新
見
」
ま
で
は
含
ま
れ
る
が
、

「
宿
久
」、「
鶏
居
鳩　

位
田
」
以
降
が
欠
け
て
い
る
。

ま
た
、
後
部
部
分
が
欠
け
て
い
る
関
係
で
、
佐
々
木

本
系
と
か
永
正
本
系
な
ど
と
分
類
さ
れ
る
写
本
の
系

統
な
ど
も
は
っ
き
り
し
な
い
。
同
写
本
に
は
扉
と
思

わ
れ
る
場
所
に
「
永
正
紋
尽
」
と
い
う
題
が
あ
り
、

デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
さ
れ

て
い
る
『
見
聞
諸
家
紋
』
の
写
本
の
中
で
は
、
国
文

学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
「
田
安
本
」
に
多
少
類
似
し

て
い
る
よ
う
な
部
分
も
あ
る
。
ま
た
、
国
立
美
術
図

書
館
の
写
本
に
は
朱
筆
に
よ
り
異
本
と
校
合
し
た
あ

と
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
海
外
に
お
け
る
日
本
の
家
紋
研
究
に
つ
い

て
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
研
究
の
中
心
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
移
動
し
た
。
研
究
成
果
な

ど
の
一
環
と
し
て
、
一
九
七
一
年
に
ジ
ョ
ン
・
Ｗ
・

ダ
ウ
ア
ー
著
『
日
本
の
デ
ザ
イ
ン
の
要
素
』（T

he 
Elem

ents of Japanese D
esign

）
（
３
７
）

や
一
九
八
一

年
に
シ
ャ
ー
マ
ン
・
Ｅ
・
リ
ー
著
『
日
本
の
デ

ザ
イ
ン
の
独
創
性
』（T

he Genius of Japanese 
D

esign

）
（
３
８
）
な
ど
が
刊
行
さ
れ
た
。
ダ
ウ
ア
ー
の
著
書

に
つ
い
て
は
、
一
九
八
〇
年
に
そ
の
日
本
語
訳
で
あ

る
『
紋
章
の
再
発
見（
３
９
）』
が
出
版
さ
れ
た
。
ダ
ウ
ア
ー

が
記
し
た
同
書
（『
日
本
の
デ
ザ
イ
ン
の
要
素
』）
の

「
日
本
語
版
へ
の
序
文
」
に
よ
る
と
、
同
書
は
、
ま
っ

た
く
出
逢
い
の
な
か
っ
た
三
人
、
す
な
わ
ち
ア
メ
リ

カ
人
の
歴
史
家
ダ
ウ
ア
ー
、
数
千
に
お
よ
ぶ
紋
の
原

画
を
描
い
た
工
芸
家
河
本
清
、
日
本
の
紋
章
学
の
基

礎
を
築
い
た
沼
田
頼
輔
の
異
例
の
「
合
作
」
で
あ
り
、

ま
た
、〔
河
本
清
が
作
成
し
た
紋
の
原
画
は
ア
メ
リ

カ
に
渡
っ
た
の
で
〕
同
書
が
日
本
語
版
と
し
て
刊
行

さ
れ
る
こ
と
で
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
紋
が
再
び
日
本

へ
帰
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
日
本
語
版
の
題
名
に

関
し
て
は
、
お
そ
ら
く
紋
が
再
び
日
本
へ
帰
る
と
い

う
意
味
で
、『
紋
章
の
再
発
見
』
に
な
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

＊
＊
＊

　

以
上
、
海
外
に
お
け
る
家
紋
研
究
資
料
を
め
ぐ
る

四
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
き
た
が
、
最
後
に

筆
者
な
り
の
印
象
を
一
言
述
べ
て
み
た
い
。
日
本
の

家
紋
に
つ
い
て
は
、
外
国
人
研
究
者
も
デ
ザ
イ
ン
の

面
で
大
変
優
れ
て
い
る
点
を
高
く
評
価
す
る
割
合
に

比
べ
て
、日
本
の
図
書
館
な
ど
に
お
け
る
家
紋
資
料
、

た
と
え
ば
紋
帳
な
ど
の
扱
い
が
多
少
不
十
分
で
あ
る

よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
日
本
文
化
の
誇
る
べ
き
分

野
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
資
料
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て

も
い
い
よ
う
に
思
う
。

　

最
初
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
、
ベ
ル
ギ
ー
国
王
に
贈
呈

さ
れ
た
太
刀
に
装
飾
さ
れ
て
い
た
鶴
の
丸
の
紋
を
取

り
上
げ
た
。
日
本
航
空
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
（
社
章
）
は

「
鶴
丸
」
で
、鶴
の
丸
の
紋
に
由
来
す
る
。
そ
の
「
鶴

写真 11　�額縁に家紋が装飾されたホ
イッスラーの絵画。
絵画の題名は『紫と金の奇想曲　金屏
風』（Caprice in Purple and Gold: the 
Golden Screen）。フリーア美術館所蔵。

（ 絵 画 ）https://asia.si.edu/explore-
a r t - c u l t u r e / c o l l e c t i o n s / s e a r c h /
edanmdm:fsg_F1904.75a/

（ 額 縁 ）https://asia.si.edu/explore-
a r t - c u l t u r e / c o l l e c t i o n s / s e a r c h /
edanmdm:fsg_F1905.329/
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本記事 pp.5-19 の最上部の家紋画像出典
Hugo Gerard Ströhl, Japanisches Wappenbuch, Nihon moncho : ein Handbuch 
für Kunstgewerbetreibende und Sammler, Wien: Anton Schroll, 1906, p.178.　
＜国立国会図書館請求記号　Ba-144>

本記事 p.5 の中央部の家紋画像出典
Hugo Gerard Ströhl, Japanisches Wappenbuch, Nihon moncho : ein Handbuch 
für Kunstgewerbetreibende und Sammler, Wien: Anton Schroll, 1906, p.122, 
p.179, p.180.　＜国立国会図書館請求記号　Ba-144>

31）�‘Rare Japanese Works: A Gift to the Victoria and Albert Museum’, 
The Times, May 31, 1917. p.9. 

32）�https://asia-archive.si.edu/wp-content/uploads/2017/09/Alexander-
William-Cleverly.pdf. (accessed January 2, 2026)

33）�R. L. Hobson, ‘The Alexander Collection’, Chinese Ceramics in Private 
Collections, London: Halton & T. Smith, 1931. p.3.

34）�Roger Fry, ‘Mr. Herbert P. Home and Mr. William C. Alexander’, 
Burlington Magazine, vol. 29 no. 158 (May 1916). p. 82.

35）V&A Archive, Nominal File, Misses Alexander (ref. MA/1/A317).
36） ‘�Rare Japanese Works: A Gift to the Victoria and Albert Museum’, 

The Times, May 31, 1917. p.9. 
37）�John W. Dower, The Elements of Japanese Design: A Handbook of 

Family Crests, Heraldry & Symbolism, New York: Weatherhill, 1971.
38）�Sherman E. Lee, The Genius of Japanese Design, Tokyo: Kodansha 

International, 1981.
39）�ジョン・ダウアー著、白石かず子訳『紋章の再発見』淡交社 , 1980.
40）�中丸美絵『日本航空一期生』白水社 , 2015. pp.233-239.

現在の国立美術図書館（ヴィクトリア・アルバート博物館）の紋帳関係資料
　既述した文献以外にも、『早見紋帳大成』、『紋ちくさ』などを所蔵している。『紋ちくさ』は松屋呉服店が 1913（大正 2）年に
出版した紋帳であるが、第一次世界大戦以前における紋帳の一つの完成形とみなされる刊行物である。同書には四千点以上の家
紋が掲載されている。『紋ちくさ』について興味深い点は、インターネット上の調査では、国立国会図書館を含めて日本国内の図
書館は一館も『紋ちくさ』を所蔵していないのに対し、海外の図書館については、“Worldcat” によると 27 館が同書を所蔵している
ことである。同書は “Cinii Books” にも含まれているが、唯一の所蔵館はベルリン国立図書館である。また、アメリカのデジタル資
料を提供している “Hathi Trust” にもカリフォルニア大学の所蔵本がデジタル化されて掲載されているが、著作権などの事情で利用
は制限されている。一方、古書市場でも “ 日本の古本屋 ” には『紋ちくさ』の在庫がない。それに対して、海外の古書のサイトで
ある “Abebooks.com” では、同書のもとの版と複製本（オンデマンド版）の二種類が販売されている。もとの版の古書はドイツの
古書店から販売されており、もちろん高額である。

（参考）
“Hathi Trust”　	 https://catalog.hathitrust.org/Record/012261532.(accessed January 2, 2026)
“ 日本の古本屋 ”	 https://www.kosho.or.jp/.(accessed January 6, 2026)
“Abebooks.com”　	�� https://www.abebooks.com/Chikusa-Iro-habiki-Tokyo-Matsuya-Gofukuten/32245446118/bd. (accessed January 2, 

2026)
   		   https://www.abebooks.com/chikusa-1913-LeatherBound/30638852152/bd. (accessed January 2, 2026)

丸
」
が
日
本
航
空
の
社
章
に
な
っ
た
経
緯
に
も
日
本

の
紋
章
が
関
係
し
て
い
た 

。
中
丸
美
絵
著
『
日
本

航
空
一
期
生
』
に
よ
る
と
（
４
０
）、
鶴
丸
が
社
章
に
採
用
さ

れ
る
の
に
は
次
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
。
日
本
航

空
は
一
九
五
一
年
の
創
立
当
初
に
航
空
機
を
デ
ザ
イ

ン
し
た
社
章
を
採
用
し
た
が
、
あ
ま
り
評
判
が
よ
く

な
か
っ
た
。
同
社
は
一
九
五
四
年
に
国
際
線
に
進
出

し
、
社
章
に
も
海
外
の
顧
客
に
も
ア
ピ
ー
ル
す
る
日

本
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
一
九
五
八
年
頃
か
ら
ジ
ェ
ッ
ト
機
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
新
し
い
社
章
を
作
成
し
よ
う
と
検
討
し

始
め
、
同
社
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
に

も
鶴
を
使
い
始
め
た
。
た
ま
た
ま
日
本
航
空
の
宣
伝

を
担
当
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
の
広
告
代
理
店
の
女
性

か
ら
、
日
本
に
は
紋
章
が
あ
り
、
す
で
に
使
っ
て
い

る
鶴
を
紋
章
の
ス
タ
イ
ル
に
す
れ
ば
い
い
の
で
は
な

い
の
か
と
説
得
さ
れ
、
鶴
丸
が
一
九
五
九
年
か
ら
社

章
に
採
用
さ
れ
た
。
外
国
人
の
方
が
早
く
か
ら
日
本

の
紋
章
（
家
紋
）
の
す
ば
ら
し
さ
を
認
識
し
て
い
た

の
か
も
し
れ
な
い
。「
日
本
の
良
さ
」
は
外
国
人
か

ら
も
多
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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フランス国立図書館
渡邉　春香

筆
者
は
、
２
０
２
５
年
４
月
か
ら
２
０
２
６

年
３
月
ま
で
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
（
Ｂ
ｎ
Ｆ
： 

B
ibliothèque nationale de F

rance

）
リ
シ
ュ

リ
ュ
ー
館
の
版
画
・
写
真
部
門
に
派
遣
さ
れ
、
同
部

門
が
所
蔵
す
る
和
古
書
の
書
誌
デ
ー
タ
の
整
備
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
は
、
パ
リ
市
内
に
あ
る
フ

ラ
ン
ソ
ワ
・
ミ
ッ
テ
ラ
ン
館
、
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
館
、

ア
ル
ス
ナ
ル
館
、
オ
ペ
ラ
座
館
の
４
館
と
、
フ
ラ
ン

ス
南
部
の
都
市
ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
に
あ
る
ジ
ャ
ン
・
ヴ
ィ

エ
ー
ル
館
の
計
５
館
で
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

こ
の
紀
行
で
は
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ミ
ッ
テ
ラ
ン
館

と
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
館
を
中
心
に
各
館
に
つ
い
て
ご
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
の
和
古

書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
ま
す
。

パリ市内にあるフランス国立図書館 4 館の位置関係

オペラ座館

リシュリュー館
ルーブル美術館

ノートルダム大聖堂

セーヌ川

アルスナル館

フランソワ・ミッテラン館
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フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
は
、
１
３
６
８
年
に
シ
ャ

ル
ル
５
世
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
王
室
図
書
室
を
起

源
と
し
ま
す
。
中
世
末
期
か
ら
蓄
積
さ
れ
た
王
室
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
継
承
し
、
フ
ラ
ン
ス
で
最
も
長
い
歴

史
を
誇
る
文
化
機
関
の
ひ
と
つ
で
す
。
１
５
３
７
年

に
は
フ
ラ
ン
ソ
ワ
１
世
に
よ
っ
て
世
界
で
初
め
て
法

定
納
本
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ミ
ッ
テ
ラ
ン
館

　

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ミ
ッ
テ
ラ
ン
館
は
、
２
０
２
５
年

に
開
館
30
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。

同
館
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
の
中
核
と
な
る
図

書
館
と
し
て
１
４
０
０
万
点
以
上
の
資
料
を
所
蔵

し
、
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
16
世
紀
か
ら
21
世
紀
に

か
け
て
の
印
刷
物
、
フ
ラ
ン
ス
で
制
作
さ
れ
た
視
聴

覚
資
料
（
映
像
資
料
、
音
声
資
料
、
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム

等
）、
フ
ラ
ン
ス
の
ウ
ェ
ブ
コ
ン
テ
ン
ツ
（
法
定
納

本
制
度
に
基
づ
き
２
０
０
６
年
か
ら
保
存
）
ま
で
多

岐
に
渡
り
ま
す
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
先

進
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
過
去
30
年
間
で
数
百
万

点
の
資
料
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
そ
の
大
部
分
を
電
子

図
書
館 Gallica 

（https://gallica.bnf.fr/accueil/
fr/htm

l/accueil-fr

）
を
通
じ
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

１
９
９
７
年
か
ら
運
営
さ
れ
て
い
るGallica

は
、
フ

ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
と
そ
の
２
６
０
の
パ
ー
ト
ナ
ー

機
関
の
資
料
約
１
１
０
０
万
点
を
無
料
で
オ
ン
ラ
イ

ン
で
提
供
し
て
お
り
、
現
在
最
も
重
要
な
フ
ラ
ン
ス

語
圏
の
電
子
図
書
館
の
１
つ
で
す
。

フランソワ・ミッテラン館の外観

フランソワ・ミッテラン館の入口
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本
の
形
を
表
現
し
た
建
築

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ミ
ッ
テ
ラ
ン
館
の
建
物
は
、
開
い

た
本
の
形
を
表
し
た
と
さ
れ
る
Ｌ
字
型
の
４
棟
の
高

層
ビ
ル
が
特
徴
で
す
。
高
層
ビ
ル
は
、
基
盤
と
な
る

建
物
の
四
隅
に
配
置
さ
れ
、
そ
の
中
に
は
事
務
室
と

書
庫
が
入
っ
て
い
ま
す
。
建
物
の
中
央
に
は
、
パ
リ

郊
外
の
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
ブ
ロ
ー
の
森
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
作
ら
れ
た
中
庭
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
庭
は
、
人

の
立
ち
入
り
が
制
限
さ
れ
、
環
境
に
配
慮
し
た
管
理

が
さ
れ
て
い
る
た
め
、
様
々
な
動
植
物
が
生
息
す
る

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

閲
覧
室
は
２
層
に
な
っ
て
お
り
、
中
庭
を
囲
む

よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
利
用
者
用
入
口
と
同

じ
フ
ロ
ア
（
中
庭
の
上
に
位
置
す
る
階
（H

aut-de-
jardin

））
に
は
一
般
利
用
者
向
け
の
閲
覧
室
が
あ
り
、

そ
の
１
つ
下
の
フ
ロ
ア
（
中
庭
に
面
し
た
階
（Rez-

de-jardin

））に
は
研
究
者
向
け
の
閲
覧
室
が
あ
り
ま
す
。

一
般
利
用
者
向
け
の
閲
覧
室

一
般
利
用
者
向
け
の
閲
覧
室
は
、
10
分
野
の
部

屋
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
14
歳
以
上
で
あ
れ
ば
誰

で
も
利
用
可
能
で
す
。
閲
覧
室
の
利
用
に
は
、
１
日

閲
覧
券
（T

icket lecture 1 jour

、
料
金 : 

５
ユ
ー

ロ
）、
17
時
～
20
時
閲
覧
券
（T

icket lecture 17h - 
20h

、
料
金 : 

無
料
）、
Ｂ
ｎ
Ｆ
読
書
・
文
化
パ
ス
（ 

Pass BnF lecture / culture 

、
料
金 : 

24
ユ
ー
ロ
）

の
い
ず
れ
か
が
必
要
で
す
。
Ｂ
ｎ
Ｆ
読
書
・
文
化
パ

ス
と
は
、
一
般
利
用
者
向
け
の
閲
覧
室
を
１
年
間
無

制
限
に
利
用
で
き
、
そ
の
他
に
も
博
物
館
、
展
示
会
、

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
の
文
化

フランソワ・ミッテラン館のジオラマ

フォンテーヌブローの森をイメージした中庭

一般利用者向けの閲覧室
（中庭の上に位置する階）

A室：視聴覚資料

B室：定期刊行物・メディア

C室：科学・技術

D室：法律・経済・政治

E室：文献調査・書籍・図書館

文学と芸術

F室：芸術

G室：外国文学

H室：フランス文学

I室：国立児童文学センター

J室：哲学、歴史、人文社会科学

A

B　　　 

C

D

展示
スペース

展示
スペース

カフェスペース

J

I

H

G

F

E

中庭

入口

エレベーターで下へ

エレベーターで下へ
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プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
で
き
る
パ
ス
で
す
。
通
常
価
格

は
24
ユ
ー
ロ
で
す
が
、
35
歳
未
満
の
学
生
や
Ｅ
Ｕ
加

盟
国
に
居
住
す
る
26
歳
未
満
の
方
は
15
ユ
ー
ロ
（
割

引
価
格
）
で
購
入
で
き
ま
す
。

研
究
者
向
け
の
閲
覧
室

研
究
者
向
け
の
閲
覧
室
は
、
14
分
野
の
部
屋
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
利
用
に
は
、
研
究
パ
ス
（Pass 

Recherche

）
の
取
得
が
必
要
で
す
。
研
究
パ
ス
は

18
歳
以
上
の
方
が
申
請
可
能
で
、申
請
者
の
身
分
（
学

生
、
教
員
、
研
究
者
な
ど
）
に
応
じ
て
登
録
条
件
が

異
な
り
ま
す
。
料
金
は
、
１
日
パ
ス
が
６
ユ
ー
ロ
、

５
日
パ
ス
が
24
ユ
ー
ロ
、
年
間
パ
ス
が
55
ユ
ー
ロ
で

す
。
た
だ
し
、
35
歳
未
満
の
学
生
や
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
に

居
住
す
る
26
歳
未
満
の
方
の
場
合
、
年
間
パ
ス
は
35

ユ
ー
ロ
（
割
引
価
格
）
で
購
入
で
き
ま
す
。

日
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
開
架
資
料

筆
者
は
、
２
０
２
５
年
４
月
、
文
学
・
芸
術
部
門

の
日
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
担
当
者
に
一
般
利
用
者
向

け
の
閲
覧
室
（
Ｇ
室
：
外
国
文
学
）
と
研
究
者
向
け

の
閲
覧
室
（
Ｗ
室
：
東
洋
文
学
と
芸
術
）
を
案
内
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
閲
覧
室
に
は
、

日
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
約
８
０
０
冊
ず
つ
開
架
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
般
利
用
者
向
け
の
閲
覧
室
に
は
、
日

本
語
を
学
び
始
め
た
学
生
な
ど
を
対
象
に
、
日
本
語

学
習
教
材
や
フ
ラ
ン
ス
語
に
翻
訳
さ
れ
た
日
本
文
学

な
ど
が
開
架
さ
れ
、
毎
年
５
％
（
40
冊
）
を
新
規

購
入
資
料
と
入
れ
替
え
て
い
ま
す
。
中
で
も
英
語

由
来
の
表
現
で
フ
ィ
ー
ル
グ
ッ
ド
文
学
（feel-good 

一般利用者向けの閲覧室（Ｇ室：外国文学）の様子

一般利用者向けの閲覧室（Ｇ室：外国文学）の書架

研究者向け閲覧室（Ｗ室：東洋文学と芸術）の様子

研究者向けの閲覧室
（中庭に面した階）

哲学、歴史、人文社会科学

K室：哲学、宗教、心理学・精神分析

L室：歴史

M室：民族学、社会学、地理学

法律・経済・政治

N室：経済、政治学、報道

O室：法律、公的出版物

P室：視聴覚資料

科学・技術

R室：科学史、基礎科学

S室：生命科学、工学

文学と芸術

T室：書籍、報道、読書に関する資料

U室：外国文学

V室：フランス文学

W室：東洋文学と芸術

X室：文献調査

Y室：貴重書保管室

X
K

L

M          

N

O

W          

V          

U          
T          

S         

R         

P

中庭
階段で
上へ

Y         
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literature

）
と
呼
ば
れ
る
心
温
ま
る
ス
ト
ー
リ
ー

は
、、
フ
ラ
ン
ス
で
人
気
の
あ
る
文
学
ジ
ャ
ン
ル
の
一

つ
で
あ
り
、
青
山
美
智
子
の
小
説
『
お
探
し
物
は
図

書
室
ま
で
』
が
特
に
人
気
だ
そ
う
で
す
。
一
方
で
、

研
究
者
向
け
の
閲
覧
室
に
は
、
専
門
的
な
辞
書
や
著

名
な
作
家
の
文
学
全
集
な
ど
が
開
架
さ
れ
て
い
ま
す
。

筆
者
が
訪
問
し
た
時
に
は
、黙
示
録（A

pocalypse

）

を
テ
ー
マ
に
し
た
展
示
が
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ミ
ッ
テ
ラ

ン
館
全
体
で
実
施
さ
れ
、
閲
覧
室
で
も
関
連
資
料
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
日
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
は
、
小
松
左
京
の
Ｓ
Ｆ
小
説
『
日
本
沈
没
』
と
大

友
克
洋
の
マ
ン
ガ
『
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ａ
』
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

研究者向け閲覧室（Ｗ室：東洋文学と芸術）の書架

黙示録をテーマにした本の展示
一番手前の右から 2 冊目が小松左京の SF 小説『日本沈没』、3 冊目が大友克洋のマンガ『AKIRA』
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リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
館

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
館
の
建
物
は
、
１
６
４
３
年

に
マ
ザ
ラ
ン
宰
相
の
宮
殿
と
し
て
建
設
さ
れ
ま
し

た
。
１
７
２
１
年
か
ら
１
７
２
２
年
に
王
室
図
書
館

が
設
置
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
３
０
０
周
年
に
あ
た
る

２
０
２
２
年
９
月
に
10
年
以
上
の
全
面
改
修
を
経
て

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
館
に
は
専
門
的
な
資
料
を
扱
う
６

つ
の
部
門
が
あ
り
、「
舞
台
芸
術
」「
地
図
」「
版
画
・

写
真
」「
写
本
」「
貨
幣
・
メ
ダ
ル
・
古
代
美
術
品
」「
音

楽
」
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
館
に
は
研
究
者
向

け
の
閲
覧
室
に
加
え
、
無
料
で
利
用
で
き
る
閲
覧
室

や
所
蔵
品
を
展
示
す
る
博
物
館
も
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス

の
歴
史
的
・
文
化
的
遺
産
を
広
く
一
般
に
公
開
す
る

と
い
う
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
館

は
パ
リ
の
中
心
部
に
位
置
し
、
人
気
の
観
光
名
所
で

あ
る
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
や
オ
ペ
ラ
座
（
ガ
ル
ニ
エ
宮
）

の
近
く
に
あ
る
た
め
、
観
光
の
つ
い
で
に
気
軽
に
立

ち
寄
る
こ
と
が
で
き
る
点
も
魅
力
で
す
。

憩
い
の
場
と
し
て
開
か
れ
た
庭
園

ヴ
ィ
ヴ
ィ
エ
ン
ヌ
通
り
に
面
し
た
入
口
か
ら
入
る

と
、
小
さ
い
な
が
ら
も
美
し
い
庭
園
が
来
館
者
を
出

迎
え
ま
す
。
こ
の
庭
園
は
、
全
面
改
修
の
際
に
整
備

さ
れ
、
17
世
紀
に
マ
ザ
ラ
ン
宰
相
が
造
ら
せ
た
宮
殿

の
庭
園
と
ま
さ
に
同
じ
場
所
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

桑
・
竹
・
パ
ピ
ル
ス
と
い
っ
た
紙
の
原
料
と
な
る
植

物
を
多
く
取
り
入
れ
、
紙
媒
体
の
作
品
を
保
存
す
る

と
い
う
図
書
館
の
役
割
を
象
徴
的
に
表
現
し
た
庭
園

で
す
。
晴
れ
た
日
に
は
、
読
書
を
す
る
人
や
ラ
ン
チ

を
す
る
人
な
ど
で
賑
わ
う
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。

マ
ン
ガ
が
豊
富
な
巨
大
閲
覧
室

建
物
の
１
階
に
は
、
誰
で
も
無
料
で
利
用
で
き
る

楕
円
形
閲
覧
室
（La salle O

vale

）
と
い
う
巨
大
な

閲
覧
室
が
あ
り
ま
す
。
約
２
万
冊
の
資
料
を
自
由
に

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
、
１
６
０
席
の
閲
覧
席
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
巨
大
な
ガ
ラ
ス
張
り
の
天
井
が

特
徴
的
で
、
内
装
が
非
常
に
美
し
く
、
見
て
い
る
だ

け
で
う
っ
と
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。
毎
朝
開
室
時
間

の
15
分
ほ
ど
前
か
ら
席
取
り
の
列
が
で
き
る
ほ
ど
人

気
の
閲
覧
室
で
す
。

楕
円
形
閲
覧
室
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
圏
の
マ
ン
ガ

「
バ
ン
ド
・ 

デ
シ
ネ
」
を
は
じ
め
と
す
る
約
９
０
０
０

冊
の
マ
ン
ガ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
、「
バ
ン
ド
・ 

デ
シ
ネ
」
の
起
源
と
な
る
作
品
か
ら
最
新
作
ま
で
楽

し
め
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
大
部

分
を
占
め
ま
す
が
、ア
ジ
ア
、ア
メ
リ
カ
、ア
フ
リ
カ
、

オ
セ
ア
ニ
ア
、中
東
な
ど
の
世
界
各
国
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
も
開
架
さ
れ
て
い
ま
す
。『
鬼
滅
の
刃
』『
Ｎ
Ａ
Ｒ

Ｕ
Ｔ
Ｏ－

ナ
ル
ト－

』『
Ｓ
Ｌ
Ａ
Ｍ　

Ｄ
Ｕ
Ｎ
Ｋ
』
な
ど

の
日
本
の
人
気
マ
ン
ガ
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳
も
手
に
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

楕
円
形
閲
覧
室
で
楽
し
め
る
の
は
、
紙
の
資
料
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
閲
覧
室
に
は
９
つ
の
タ
ッ
チ

パ
ネ
ル
式
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
フ

ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
、
貴
重
な
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
、
資
料
の
保
存
な
ど
に
つ
い
て
視
覚
的

リシュリュー館の 庭園楕円形閲覧室の書架にある日本のマンガ

リシュリュー館の楕円形閲覧室
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に
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
中
に
は

ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
形
式
の
コ
ン
テ
ン
ツ
も
あ
り
、
親

し
み
や
す
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、

過
去
の
著
名
な
作
家
や
政
治
家
の
声
が
聞
け
る
オ
ー

デ
ィ
オ
コ
ン
テ
ン
ツ
や
、
触
っ
て
楽
し
め
る
活
字
や

地
球
儀
な
ど
の
立
体
模
型
の
展
示
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

訪
れ
た
際
に
は
ぜ
ひ
い
ろ
い
ろ
と
体
験
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

多
彩
な
所
蔵
品
が
楽
し
め
る
博
物
館

建
物
の
２
階
に
は
、
王
室
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
継
承

す
る
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
の
所
蔵
品
約
９
０
０
点

を
展
示
す
る
博
物
館
が
あ
り
ま
す
。
７
つ
の
展
示
室

で
構
成
さ
れ
、書
籍
、宝
石
、貨
幣
、写
真
、ポ
ス
タ
ー
、

舞
台
衣
装
な
ど
、
多
彩
な
所
蔵
品
を
鑑
賞
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

展
示
室
の
中
で
も
特
に
マ
ザ
ラ
ン
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（La galerie M
azarin

）
は
必
見
で
す
。
マ
ザ
ラ
ン

宰
相
が
１
６
４
４
～
１
６
４
６
年
に
建
築
家
の
フ
ラ

ン
ソ
ワ
・
マ
ン
サ
ー
ル
に
作
ら
せ
、
自
身
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
展
示
す
る
た
め
に
使
用
し
て
い
ま
し
た
。

天
井
画
に
は
イ
タ
リ
ア
の
画
家
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
フ

ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ロ
マ
ネ
ッ
リ
に
よ
る
ギ
リ
シ
ャ
・

ロ
ー
マ
神
話
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
フ
レ
ス
コ
画
が
描

か
れ
て
お
り
、
修
復
作
業
を
経
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
近

い
状
態
に
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。

通
常
の
博
物
館
の
入
場
料
金
は
10
ユ
ー
ロ
で
す

が
、
Ｂ
ｎ
Ｆ
読
書
・
文
化
パ
ス
や
研
究
パ
ス
を
持
っ

て
い
る
人
な
ど
は
無
料
で
入
場
で
き
ま
す
。

研
究
者
向
け
の
閲
覧
室

研
究
者
向
け
の
閲
覧
室
と
し
て
は
、「
舞
台
芸
術
」

「
地
図
／
版
画
・
写
真
」「
版
画
・
写
真
の
貴
重
書
」「
写

本
／
音
楽
」「
貨
幣
・
メ
ダ
ル
・
古
代
美
術
品
」
の
計

５
つ
の
室
が
あ
り
、
研
究
者
向
け
に
専
門
的
な
資
料

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
利
用
す
る
に
は
研

究
パ
ス
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
館
の

建
物
内
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
美
術
史
研
究
所
（
Ｉ

Ｎ
Ｈ
Ａ
）
と
フ
ラ
ン
ス
国
立
古
文
書
学
校
（
Ｅ
Ｎ
Ｃ
）

の
図
書
館
も
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー

館
は
、
ま
さ
に
芸
術
や
文
化
遺
産
の
歴
史
に
特
化
し

た
研
究
の
拠
点
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

続
い
て
は
、
筆
者
が
派
遣
さ
れ
、
書
誌
デ
ー
タ
の

整
備
を
行
っ
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
の
版
画
・

写
真
部
門
の
和
古
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

　
和
古
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

日
本
か
ら
遠
く
離
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
地
で
和
古
書

が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
く
方
も
多
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
実
は
18
世
紀
以
降
、
様
々
な
和
古
書
、

と
り
わ
け
絵
入
り
の
本
が
フ
ラ
ン
ス
に
渡
り
、
日
本

を
知
る
た
め
の
貴
重
な
文
献
と
し
て
重
宝
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
で
は
、
和
古
書
は

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
館
の
写
本
部
門
と
版
画
・
写
真
部
門

で
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

写
本
部
門
に
は
、
明
治
以
前
の
和
本
が
約
８
０
０

点
（
約
１
８
０
０
冊
）
所
蔵
さ
れ
、
美
し
い
極
彩
色

の
挿
絵
を
伴
う
「
奈
良
絵
本
」
や
19
世
紀
に
来
日
し

た
医
師
・
博
物
学
者
の
シ
ー
ボ
ル
ト
の
旧
蔵
書
な
ど

楕円形閲覧室に設置されている資料の保存について紹介するタッチパネル
式ディスプレイ

楕円形閲覧室で展示されている地球儀の立体模型
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マザラン・ギャラリー

リシュリュー館の研究者向け閲覧室（版画・写真部門の貴重書室）

フランソワ・ミッテラン館 リシュリュー館
一般利用者向けの閲覧室 研究者向けの閲覧室 楕円形閲覧室・博物館 研究者向けの閲覧室＊

月 休館 14 時～ 20 時 休館 14 時～ 19 時
火 10 時～ 20 時 9 時～ 20 時 10 時～ 20 時 10 時～ 19 時
水～金 10 時～ 20 時 9 時～ 20 時 10 時～ 18 時 10 時～ 19 時
土 10 時～ 20 時 9 時～ 20 時 10 時～ 18 時 10 時～ 18 時
日 13 時～ 19 時 休館 10 時～ 18 時 休館

開室時間

＊版画・写真部門の貴重書室の開室時間は、火～木曜日の10時～13時です。
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が
あ
り
ま
す
。
写
本
部
門
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
専

用
サ
イ
トA

rchives et m
anuscrits

（https://
archivesetm

anuscrits.bnf.fr/

）
で
検
索
す
る
の
が

お
す
す
め
で
す
。
資
料
を
利
用
す
る
に
は
、
研
究
パ

ス
の
取
得
と
資
料
の
予
約
が
必
要
で
す
。

版
画
・
写
真
部
門
に
は
、
約
３
５
０
０
冊
の
和
本

が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
二
大
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
、
美
術
批
評
家
の
テ
オ
ド
ー
ル
・
デ
ュ
レ

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
５
８
１
点
１
３
９
２
冊
）
と
日

本
学
者
の
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ト
ロ
ン
コ
ワ
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
（
５
０
７
点
１
６
５
６
冊
）
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
デ
ュ
レ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
菱
川
師
宣

な
ど
の
江
戸
前
期
の
絵
本
や
絵
入
り
浄
瑠
璃
本
な
ど

が
特
に
多
い
で
す
。
一
方
、
ト
ロ
ン
コ
ワ
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
は
、
文
学
・
地
誌
・
伝
記
・
実
用
書
な
ど

幅
広
い
分
野
の
資
料
が
揃
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で

す
。
こ
れ
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
書
誌
デ
ー
タ
が

既
に
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
記
述
が
不
十
分
な
点

も
多
い
た
め
、
書
誌
デ
ー
タ
の
情
報
を
基
に
資
料
を

検
索
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
で
し
た
。
そ
の
た
め

筆
者
は
、
書
誌
デ
ー
タ
に
日
本
語
表
記
を
追
記
し
た

り
、
著
者
の
典
拠
デ
ー
タ
と
リ
ン
ク
し
た
り
し
て
書

誌
デ
ー
タ
を
整
備
し
、
国
内
外
の
研
究
者
が
資
料
に

ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
仕
事
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
筆
者
は
、
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ト
ロ
ン
コ

ワ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
担
当
し
ま
し
た
が
、
同
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
稀
書
と
し
て
は
、
井
原
西
鶴
著
の
浮
世

草
子
『
色い

ろ
ざ
と里
三み
と
こ
ろ所
世せ
た
い帯
』、
葛
飾
北
斎
画
の
狂
歌
絵
本

『
狂き

ょ
う
か歌
三さ
ん
あ
い
し
ゅ
う

愛
集
』『
百も
も

囀さ
え
ず
り』、
複
数
の
歌
舞
伎
せ
り
ふ

正
本
を
合
冊
し
た
冊
子
『
役
者
せ
り
ふ
つ
ら
ね
ほ
め

こ
と
ば
』
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
特
に
『
色
里
三

所
世
帯
』
は
、
版
本
３
巻
４
冊
全
て
が
揃
っ
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
の
は
、
現
時
点
で
フ
ラ
ン
ス
国

立
図
書
館
だ
け
で
す
。

版
画
・
写
真
部
門
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
総
合

目
録
サ
イ
トBnF Catalogue général

（https://
catalogue.bnf.fr/index.do

）
で
検
索
で
き
ま
す
。

資
料
を
利
用
す
る
に
は
、
研
究
パ
ス
の
取
得
が
必
要

で
す
が
、
資
料
の
予
約
は
不
要
で
す
。
和
古
書
の
多

く
は
貴
重
書
扱
い
で
、
版
画
・
写
真
部
門
の
貴
重
書

室
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
貴
重
書
室
は
火
・
水
・
木
曜

日
の
午
前
10
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で
開
室
し
て
お
り
、

早
め
の
時
間
に
来
室
す
る
の
が
お
す
す
め
で
す
。

版
画
・
写
真
部
門
で
の
仕
事
を
振
り
返
っ
て

筆
者
は
版
画
・
写
真
部
門
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え

て
、
書
誌
デ
ー
タ
に
資
料
の
タ
イ
ト
ル
・
著
者
・
出

版
事
項
の
日
本
語
表
記
と
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
記
、

そ
の
根
拠
と
な
っ
た
情
報
源
を
丁
寧
に
記
録
し
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
資
料
に
記
載
の
あ
る
タ
イ
ト
ル
の

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
全
て
記
録
し
て
き
ま
し
た
。
和

古
書
の
書
誌
デ
ー
タ
と
し
て
、質
の
高
い
も
の
に
な
っ

て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

当
館
の
書
誌
デ
ー
タ
の
作
り
方
と
違
う
点
も
い
く

つ
か
あ
り
ま
し
た
。
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
版

画
の
原
版
を
作
る
彫
師
を
重
ん
じ
て
い
る
と
い
う
点

で
す
。
日
本
で
は
、
原
画
を
描
く
絵
師
に
比
べ
る
と

彫
師
へ
の
注
目
度
は
や
や
薄
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
緻
密
な
彫
り
の
技
巧
で
版
画
を

芸
術
の
域
に
ま
で
高
め
た
と
さ
れ
る
、
15
～
16
世
紀

『色里三所世帯』第 1 冊（巻上）13 丁裏～ 14 丁表
井原西鶴　著 , 貞享 5（1688）年刊 , 4 冊 , 23.8 cm × 16.5 cm
請求記号 : RESERVE DD-1940-4 から RESERVE DD-1943-4 まで
24 歳で隠居した金持ちの青年が京都、大阪、江戸で色遊びを尽くし、最後に身を滅
ぼして武蔵野の土になる物語。版本 3 巻 4 冊全ての所蔵が確認できるのは、現時点
ではフランス国立図書館だけである。
©BnF, département des Estampes et de la photographie

『狂歌三愛集』8 丁裏〜 9 丁表 
浅草庵市人　編 , 葛飾北斎　画 , 文化年間（1804-1818）刊 , 1 冊 , 22.7 × 16.5 cm
請求記号 : RESERVE DD-2582-4
花月雪を題材に詠んだ狂歌集。掲載画像は月をテーマにした美人図。
©BnF, département des Estampes et de la photographie
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の
ド
イ
ツ
の
画
家
・
版
画
家
マ
ル
テ
ィ
ン
・
シ
ョ
ー

ン
ガ
ウ
ア
ー
や
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
な
ど

の
存
在
に
よ
り
、
彫
師
の
役
割
も
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。
こ
の
た
め
、版
画
・
写
真
部
門
で
は
、

絵
師
と
同
様
に
彫
師
を
書
誌
デ
ー
タ
に
記
録
し
て
典

拠
を
作
成
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
書
誌
デ
ー

タ
の
作
成
方
法
の
違
い
は
興
味
深
く
、
版
画
・
写
真

部
門
で
の
仕
事
は
学
び
が
多
か
っ
た
で
す
。
和
古
書

の
書
誌
デ
ー
タ
の
整
備
を
通
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
伝

わ
る
和
古
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
研
究
の
進
展
に
つ
な

が
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
を
構
成
す
る

そ
の
他
の
図
書
館

ア
ル
ス
ナ
ル
館

ア
ル
ス
ナ
ル
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
18
世
紀
の

政
治
家
ポ
ー
ル
ミ
ー
侯
爵
の
図
書
館
を
起
源
と
し
、

現
在
は
１
０
０
万
点
以
上
の
資
料
（
書
籍
、
雑
誌
、

写
本
、
版
画
、
地
図
、
楽
譜
な
ど
）
を
所
蔵
し
て
い

ま
す
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
中
世
か
ら
近
代
に
か

け
て
の
約
１
万
５
０
０
０
点
の
写
本
や
イ
ン
キ
ュ
ナ

ブ
ラ
（
１
５
０
０
年
以
前
に
金
属
活
字
で
印
刷
さ
れ

た
資
料
）
な
ど
の
貴
重
な
資
料
が
含
ま
れ
ま
す
。
Ｂ

ｎ
Ｆ
読
書
・
文
化
パ
ス
が
あ
れ
ば
閲
覧
室
の
利
用
は

可
能
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
貴
重
な
資
料
を
閲
覧
す
る

に
は
、
研
究
パ
ス
の
取
得
と
資
料
の
予
約
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
ア
ル
ス
ナ
ル
館
に
は
、
17
世
紀
に
美
し

く
装
飾
さ
れ
た
侯
爵
夫
人
の
部
屋
や
、
18
世
紀
の
ロ

カ
イ
ユ
様
式
の
音
楽
室
な
ど
歴
史
的
な
建
築
物
が

残
っ
て
お
り
、毎
週
水
曜
日
に
有
料
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

オ
ペ
ラ
座
館

オ
ペ
ラ
座
館
は
、
オ
ペ
ラ
座
（
ガ
ル
ニ
エ
宮
）
内

に
設
置
さ
れ
た
図
書
館
で
す
。
同
館
は
、
オ
ペ
ラ
座

と
オ
ペ
ラ
・
コ
ミ
ッ
ク
座
の
活
動
に
由
来
す
る
資
料

や
、
オ
ペ
ラ
、
ダ
ン
ス
、
サ
ー
カ
ス
に
関
す
る
様
々

な
資
料
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
所
蔵
品
は
、
絵
画
・

彫
刻
・
写
真
・
舞
台
衣
装
な
ど
多
岐
に
渡
り
ま
す
。

閲
覧
室
の
利
用
に
は
研
究
パ
ス
が
必
要
で
す
。
博
物

館
が
併
設
さ
れ
て
お
り
、
オ
ペ
ラ
座
（
ガ
ル
ニ
エ
宮
）

の
自
由
見
学
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
す
れ
ば
見
学
で
き
ま

す
。

ジ
ャ
ン
・
ヴ
ィ
エ
ー
ル
館

ジ
ャ
ン
・
ヴ
ィ
エ
ー
ル
館
は
、
フ
ラ
ン
ス
南
部

の
都
市
ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
に
あ
り
、
パ
リ
中
心
部
か

ら
鉄
道
で
約
３
時
間
半
の
距
離
に
あ
り
ま
す
。

舞
台
芸
術
に
関
す
る
３
万
９
０
０
０
冊
以
上
の

書
籍
や
雑
誌
、
ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
で
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
や
舞
台
芸
術
に
関
す
る
資
料
を
所
蔵
し
て
い

ま
す
。
閲
覧
室
は
無
料
で
一
般
公
開
さ
れ
て
い

ま
す
。

アルスナル館 　18 世紀のロカイユ様式の音楽室
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調
査
及
び
立
法
考
査
局
で
は
、
国
会
議
員
か
ら
の
求
め

に
応
じ
て
、
ま
た
国
会
で
議
論
さ
れ
そ
う
な
こ
と
に
つ
い

て
自
発
的
に
調
査
を
行
い
、
国
会
審
議
の
た
め
の
資
料
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
政
治
の
こ
と
、経
済
の
こ
と
、

外
交
、
農
業
、
医
療
…
…
国
会
で
議
論
さ
れ
そ
う
な
こ
と

と
し
て
思
い
つ
く
の
は
人
そ
れ
ぞ
れ
と
思
い
ま
す
が
、
私

が
所
属
す
る
「
文
教
科
学
技
術
課
科
学
技
術
室
」
で
は
、

そ
の
名
の
と
お
り
科
学
技
術
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

日
常
業
務
に
つ
い
て
は
以
前
に
こ
の
月
報
に
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
の
で
（
６
４
２
号
、
２
０
１
４
年
9
月
刊
）
そ

ち
ら
に
譲
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
昨
年
10
月
、
フ
ラ
ン
ス
・

パ
リ
へ
の
出
張
の
こ
と
を
御
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

出
張
の
目
的
は
、
欧
州
議
会
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
ア
セ
ス

メ
ン
ト
（
Ｅ
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
の
会
議
へ
の
出
席
で
す
。
調
査
及

び
立
法
考
査
局
は
、
２
０
１
６
年
10
月
に
Ｅ
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
準

会
員
と
し
て
加
盟
し
、
科
学
技
術
室
が
そ
の
窓
口
を
務
め

て
い
ま
す
。
国
の
議
会
に
対
し
て
科
学
技
術
に
関
す
る
調

査
を
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
行
う
、
欧
州
を
中
心
と
す
る
各
国

の
機
関
が
一
堂
に
会
し
、
共
通
の
課
題
に
つ
い
て
議
論
や

情
報
交
換
を
行
う
と
い
う
の
が
、
会
議
の
目
的
で
す
。 

　

今
回
は
、
持
ち
回
り
の
議
長
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
議
会
科

学
技
術
選
択
評
価
局
の
提
案
に
よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

が
テ
ー
マ
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。
課
題
や
解
決
策
は
国

そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
科
学
技
術
政
策
の
調
査
担
当
者
と
し

て
は
避
け
て
通
れ
な
い
話
題
で
す
。
地
球
温
暖
化
対
策
や

経
済
安
全
保
障
と
の
関
係
な
ど
、
専
門
家
や
欧
州
圏
の
国

会
議
員
も
交
え
、
熱
心
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
各
国
が
１
人
３
分
で
業
務
内
容
を
紹

介
し
た
り
、
昼
食
会
や
夕
食
会
で
話
し
た
り
。
私
か
ら
当

館
の
「
科
学
技
術
に
関
す
る
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ

い
て
話
す
と
、
内
容
の
詳
細
や
調
査
の
進
め
方
な
ど
、
専

門
的
な
観
点
か
ら
の
も
の
も
含
め
、
色
々
な
質
問
が
飛
ん

で
き
ま
す
。ほ
か
に
も「
日
本
も
首
相
が
代
わ
る
の
？
」「
四

国
と
九
州
は
良
い
と
こ
ろ
だ
」「
歌
舞
伎
が
好
き
」「
パ
リ

は
初
め
て
？　

そ
れ
な
ら
帰
る
前
に
絶
対
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔

に
登
っ
て
お
け
」
…
…
。
以
前
の
会
議
で
話
し
た
人
、
今

回
が
初
対
面
の
人
、興
味
関
心
も
会
話
も
多
種
多
様
で
す
。

　

科
学
技
術
分
野
の
国
会
サ
ー
ビ
ス
は
、
そ
の
重
要
さ
の

割
に
、
ど
の
国
に
お
い
て
も
目
立
た
な
い
存
在
の
よ
う
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
分
野
の
広
さ
、
説
明
の
難
し
さ
、
複

雑
な
課
題
に
取
り
組
む
大
変
さ
と
い
っ
た
感
覚
を
共
有
で

き
る
の
は
、
と
て
も
貴
重
な
機
会
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
会
議
と
は
い
え
、
何
と
な
く
同
窓
会
の
よ
う
な
雰
囲

気
を
感
じ
る
の
は
、
そ
の
せ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　

  

（
文
教
科
学
技
術
課 

科
学
技
術
室　

猫
の
手
拝
借
） 

国会サービスで
世界とつながる会議の報告書（左）とパンフレット（右）
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『こくぶんけん〈推し〉の一冊   
   創立50周年記念展示』
人間文化研究機構国文学研究資料館刊
2022.4
63 p ; 30 cm
<請求記号  UP74-M4>

　

あ
な
た
の
推
し
の
一
冊
は
何
だ
ろ
う
か
？

『
こ
く
ぶ
ん
け
ん<

推
し>

の
一
冊
』
を
タ

イ
ト
ル
と
す
る
本
書
は
、
２
０
２
２
年
に

創
立
50
周
年
を
迎
え
た
国
文
学
研
究
資
料

館
（
以
下
、「
国
文
研
」
と
い
う
。）
が
、
記

念
展
示
に
際
し
て
作
成
し
た
解
説
冊
子
で
あ

る
。

　

第
１
章
「<

推
し>

の
一
冊
」
で
は
、
日

本
文
学
を
は
じ
め
と
す
る
国
文
研
所
属
の
研

究
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
推
し
と
し
て
選
ん
だ

館
蔵
資
料
を
紹
介
す
る
。
第
一
線
で
活
躍
す

る
32
名
の
研
究
者
が
、
推
し
の
魅
力
や
研

究
意
義
を
１
人
１
ペ
ー
ジ
で
解
説
し
て
お

り
、
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
ご
と
に
研
究
者
が
登

場
し
、
目
の
前
で
推
し
に
つ
い
て
熱
く
語
っ

て
く
れ
る
か
の
よ
う
な
贅
沢
な
体
験
が
で
き

る
。

　

紹
介
さ
れ
る
推
し
の
一
つ
に
天
保
15
年
刊

『
宇う

つ

ほ
津
保
物
語
』
が
あ
る
。
平
安
時
代
に
成

立
し
た
物
語
が
江
戸
時
代
に
出
版
さ
れ
た
も

の
で
、
本
文
の
余
白
に
は
、
物
語
の
注
釈
が

随
所
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
刊
行
以
来
、

数
々
の
国
学
者
が
研
究
の
た
め
に
他
の
学
者

の
論
を
書
き
写
し
、
資
料
と
し
て
後
世
に
伝

え
て
き
た
の
だ
。
当
時
の
国
学
者
た
ち
が
こ

の
物
語
に
強
い
関
心
を
持
ち
、
研
究
を
行
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
章
で

は
研
究
者
が
各
資
料
を
推
し
と
し
て
選
ん
だ

理
由
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
挿
絵
の
美
し

さ
や
装
訂
の
見
事
さ
、
あ
る
い
は
学
問
的
な

重
要
性
な
ど
、
研
究
者
が
推
し
を
選
ぶ
理
由

は
実
に
様
々
だ
。
し
か
し
、
ど
の
紹
介
に
も

研
究
者
の
推
し
へ
の
思
い
が
詰
ま
っ
て
い

る
。
そ
の
思
い
は
、
単
な
る
個
人
の
探
究
心

を
超
え
て
、
国
文
研
を
利
用
し
て
き
た
多
く

の
人
々
の
思
い
、
さ
ら
に
は
、
長
い
年
月
を

か
け
て
資
料
を
守
り
、
現
代
に
伝
え
て
き
た

無
数
の
人
々
の
思
い
へ
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

第
２
章
「
国
文
研
を
ひ
ら
く
」
で
は
、
こ

れ
ま
で
国
文
研
の
展
示
で
あ
ま
り
取
り
上
げ

ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
資
料
に
焦
点
を
当
て
、

７
つ
の
テ
ー
マ
に
分
け
て
館
蔵
資
料
を
紹
介

し
て
い
る
。『
扇
の
草
紙
屏
風
』
や
『
百
人

一
首
か
る
た
』
な
ど
の
、「
読
む
」
以
外
の

楽
し
み
方
が
で
き
る
作
品
も
あ
れ
ば
、『
渋

沢
栄
一
日
記
』
や
「
土
方
歳
三
金き
ん
す子
借し
ゃ
く
よ
う用

証し
ょ
う
も
ん
文
」
な
ど
の
、
歴
史
上
の
著
名
人
に
よ
る

貴
重
な
記
録
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
国

文
研
の
所
蔵
資
料
の
奥
深
さ
が
う
か
が
え

る
。

　

第
３
章
「
国
文
研
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か

ら
」
で
は
、
国
文
研
の
50
年
に
わ
た
る
歩
み

を
資
料
と
写
真
で
振
り
返
る
と
と
も
に
、
日

本
文
学
の
枠
を
超
え
た
、
意
外
な
研
究
活
動

も
紹
介
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
国
立
極
地
研

究
所
と
の
共
同
研
究
と
し
て
、
日
本
語
の
歴

史
的
典
籍
に
記
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
、

天
体
や
地
球
規
模
の
環
境
問
題
の
研
究
に
挑

ん
で
い
る
。
国
文
研
の
活
動
が
日
本
文
学
の

枠
を
超
え
て
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分

か
る
。

　

本
書
を
通
じ
て
、日
本
文
学
資
料
の
収
集
・

研
究
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
国
文
研
の
多
彩
な

取
組
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
国
文
研
の
歴

史
の
重
み
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
今
後
の
展

開
へ
の
期
待
が
高
ま
る
一
冊
だ
。
日
本
文
学

に
興
味
が
あ
る
人
も
そ
う
で
な
い
人
も
、
ぜ

ひ
本
書
を
手
に
取
っ
て
み
て
ほ
し
い
。
研
究

者
の
情
熱
に
触
れ
な
が
ら
、
き
っ
と
、
あ
な

た
自
身
の
推
し
の
一
冊
を
探
し
た
く
な
る
は

ず
だ
。          

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
白し
ろ
う
ず水 

は
る
か
）

※本書は国文学研究資料館学術情報リポジトリで PDF が閲覧可能です。
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ミ
ニ
電
子
展
示
「
本
の
万
華
鏡
」
第
38
回
「
ふ
り
か

え
る
ブ
ラ
イ
ダ
ル
～
結
婚
式
の
歴
史
と
文
化
～
」
公

開
中令

和
８
年
１
月
20
日
に
、
ミ
ニ
電
子
展
示
「
本
の
万
華
鏡
」

第
38
回
「
ふ
り
か
え
る
ブ
ラ
イ
ダ
ル
～
結
婚
式
の
歴
史
と
文
化

～
」
を
公
開
し
ま
し
た
。

結
婚
式
に
多
様
な
ス
タ
イ
ル
が
み
ら
れ
る
現
代
に
お
い
て
、

国
立
国
会
図
書
館
が
所
蔵
す
る
図
書
、
雑
誌
、
錦
絵
（
浮
世
絵
）

な
ど
と
と
も
に
そ
の
歴
史
を
ふ
り
か
え
り
、
日
本
の
結
婚
式
が

ど
の
よ
う
に
形
づ
く
ら
れ
て
き
た
の
か
を
探
り
ま
す
。

第
一
章
で
は
、
平
安
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
結
婚
式
を

取
り
上
げ
、
第
二
章
で
は
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
行
わ
れ

た
神
前
式
や
キ
リ
ス
ト
教
式
、
仏
前
式
な
ど
の
挙
式
ス
タ
イ
ル

を
紹
介
し
、
第
三
章
で
は
、
衣
装
や
髪
型
、
引
き
出
物
を
取
り

上
げ
て
い
ま
す
。

お
手
持
ち
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.ndl.go.jp/kaleido/38

　

国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
等
の
ロ
グ
イ
ン
方
法
が
６

月
か
ら
変
わ
り
ま
す

令
和
８
年
６
月
か
ら
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
向
上
の
た
め
、
国
立

国
会
図
書
館
サ
ー
チ
、
国
立
国
会
図
書
館
障
害
者
用
資
料
検
索

（
み
な
サ
ー
チ
）、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

に
お
い
て
、
登
録
利
用
者
の
皆
様
が
ロ
グ
イ
ン
す
る
際
の
認
証

方
式
を
、
メ
ー
ル
を
利
用
す
る
認
証
方
式
に
変
更
し
ま
す
。

新
し
い
認
証
方
式
で
は
、ロ
グ
イ
ン
時
に「
利
用
者
Ｉ
Ｄ
」「
パ

ス
ワ
ー
ド
」
に
加
え
、
ご
自
身
の
登
録
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
送

付
さ
れ
る
一
回
限
り
の
「
認
証
コ
ー
ド
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
当
館
へ
の
ご
来
館
時
に
館
内
に
設
置
さ
れ
た
端
末
を
利

用
す
る
際
の
ロ
グ
イ
ン
方
法
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
ま
だ
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
認
証

コ
ー
ド
を
受
け
取
れ
る
よ
う
、
国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
等
に

ロ
グ
イ
ン
し
て
、
受
信
可
能
な
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
ご
登
録
を

お
願
い
し
ま
す
。
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
済
み
の
方
も
、
ご

登
録
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
現
在
、
受
信
可
能
で
あ
る
こ
と
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
等
に
掲
載
す
る
お
知

ら
せ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
具
体
的
な
変
更
日
程
も
、
今
後
、

国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
等
の
お
知
ら
せ
で
ご
案
内
し
ま
す
。

【
重
要
】
メ
ー
ル
を
利
用
す
る
新
し
い
ロ
グ
イ
ン
方
法
へ
の

変
更
の
お
知
ら
せ
（
６
月
～
）

https://ndlsearch.ndl.go.jp/new
s/2026030300/

新
副
館
長
就
任

山
地
康
志
国
立
国
会
図
書
館
副
館
長
が
令
和
７
年
12
月
31
日

付
け
で
退
任
し
、
令
和
８
年
１
月
１
日
付
け
で
木
藤
淳
子
が
副

館
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

お
も
な
人
事

<

退
職>

令
和
７
年
12
月
31
日
付
け

副
館
長�

山
地　

康
志

<

異
動>　

※
（　

）
内
は
前
職

令
和
８
年
１
月
１
日
付
け

副
館
長
（
総
務
部
長
）�

木
藤　

淳
子

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
海
外
立
法
情
報
調
査
室

付
（
主
幹　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
海
外
立
法
情
報
調
査
室
付
）

�

河
合　

美
穂

総
務
部
長
（
専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
長
）�

松
浦　
　

茂

調
査
及
び
立
法
考
査
局
長
、
収
集
書
誌
部
長
兼
務
（
収
集
書
誌

部
長
）�

竹
内　

秀
樹

第38回「ふりかえるブライダル～結婚式の歴史と第38回「ふりかえるブライダル～結婚式の歴史と
文化～」文化～」

木藤淳子副館長木藤淳子副館長
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韓
国
国
会
図
書
館
、
韓
国
国
会
立
法
調
査
処
と
の
業

務
交
流
（
第
14
回
）

令
和
７
年
12
月
２
日
に
韓
国
国
会
図
書
館
（
Ｎ
Ａ
Ｌ
）、
翌

３
日
に
韓
国
国
会
立
法
調
査
処
（
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）
と
の
共
同
セ
ミ

ナ
ー
方
式
に
よ
る
業
務
交
流
を
韓
国
で
行
い
ま
し
た
。
こ
の
業

務
交
流
は
、
両
国
の
立
法
補
佐
機
関
の
間
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国

会
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
深
く
理
解
し
合
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
今
回
は
令
和
２
年
に
開
催
し
た
第
９

回
以
来
の
対
面
で
の
開
催
で
し
た
。
Ｎ
Ａ
Ｌ
と
の
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
韓
国
側
か
ら
国
会
図
書
館
デ
ー
タ
基
盤
立
法
支
援
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
、
日
本
側
か
ら
国
立
国
会
図
書
館
に
よ
る
国
会
へ

の
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
た
後
、
イ
ン

フ
ォ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
資
料
の
提
供
や
人
材
育
成
等
に
つ
い
て
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｓ
と
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

両
機
関
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
お
け
る
米
国
と
の
関
税
交
渉
に

係
る
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
た
後
、
日
本
に
お

け
る
関
税
交
渉
へ
の
反
応
や
物
価
へ
の
影
響
、
韓
国
に
お
け
る

関
税
措
置
の
影
響
を
受
け
る
企
業
へ
の
支
援
等
に
つ
い
て
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
・
継
続
・
次
世
代

へ
の
継
承
」
を
開
催
し
ま
し
た

令
和
８
年
１
月
11
日
、
東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
多
目
的
ホ
ー
ル
で

開
催
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
同
時
配
信
を
行
い
ま
し
た
。
本
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
、
国
立
国
会
図
書
館
と
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研

究
所
と
の
共
催
に
よ
り
、
毎
年
１
月
に
開
催
し
て
い
る
も
の
で

す
。東

日
本
大
震
災
の
発
災
か
ら
15
年
の
間
、
国
内
外
の
様
々
な

機
関
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し
た
特
色
あ
る
震
災
ア
ー

カ
イ
ブ
を
構
築
し
、
継
続
的
に
運
営
し
て
き
ま
し
た
。
教
育
現

場
に
お
け
る
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
の
活
用
事
例
も
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
研
究
者
、
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
の

担
当
者
、
教
員
・
生
徒
の
皆
様
か
ら
、
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構

築
の
経
緯
や
現
況
、
震
災
の
記
憶
の
伝
承
活
動
に
つ
い
て
の
報

告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
国
立
国
会
図
書
館
か
ら
は
、
今
後
の

国
立
国
会
図
書
館
東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
（
ひ
な
ぎ
く
）

の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
報
告
し
、
東
北
大
学
か
ら
は
、
自
然
災

害
ア
ー
カ
イ
ブ
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
震
災
ア
ー
カ

イ
ブ
の
構
築
や
継
続
、
次
世
代
へ
の
継
承
に
向
け
た
取
組
の
課

題
、
方
向
性
を
テ
ー
マ
に
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う
原
資
料
の
利
用
休
止
に

つ
い
て

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
所
蔵
資
料
の
保
存
と
利
用
の
両
立

を
図
る
た
め
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
媒
体
変
換
を
行
い
、
作
業
が

終
了
し
た
後
は
、
原
資
料
に
代
え
て
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
こ
の
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
の
た
め
、
次
の
と
お
り

一
部
の
資
料
の
利
用
を
休
止
し
ま
す
。

○
対
象
資
料

国
際
子
ど
も
図
書
館
所
蔵
の
国
内
刊
行
図
書

約
２
万
４
０
０
０
冊

○
利
用
休
止
予
定
期
間

令
和
８
年
３
月
３
日
か
ら
令
和
８
年
11
月
30
日
ま
で

※�

ご
利
用
い
た
だ
け
な
い
資
料
は
、
国
立
国
会
図
書
館
サ
ー

チ
の
書
誌
詳
細
画
面
の
「
国
立
国
会
図
書
館
の
所
蔵
」
で
、

「
作
業
中　

デ
ジ
タ
ル
化
の
た
め
」
の
表
示
で
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に
検
索
し

て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
デ
ジ
タ
ル
化

作
業
に
伴
う
原
資
料
の
利
用
休
止
に
つ
い
て
」
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。　

https://w
w
w
.ndl.go.jp/preservation/digitization/

unavailable

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
国
民
の
文
化
的
資
産
を
後
世

に
伝
え
る
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

パネルディスカッションパネルディスカッション

シンポジウムの詳細は以下に掲載しています。シンポジウムの詳細は以下に掲載しています。
https://kn.ndl.go.jp/static/2025/11/271https://kn.ndl.go.jp/static/2025/11/271
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第
19
回
科
学
技
術
情
報
整
備
審
議
会

令
和
７
年
12
月
17
日
、
第
19
回
科
学
技
術
情
報
整
備
審
議
会

が
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
開
催
さ
れ
、
審
議
会
委
員
・
専
門
委

員
13
名
の
ほ
か
、
館
長
、
副
館
長
、
幹
事
等
職
員
17
名
が
出
席

し
ま
し
た
。
提
言
案
「
第
六
期
国
立
国
会
図
書
館
科
学
技
術
情

報
整
備
基
本
計
画
策
定
に
向
け
て
の
提
言
―
私
た
ち
の
社
会
と

未
来
を
つ
く
る
知
識
基
盤
を
目
指
し
て
―
」
に
つ
い
て
審
議
が

行
わ
れ
、
全
会
一
致
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
提
言
は
、
安
浦
委

員
長
か
ら
館
長
に
手
交
さ
れ
ま
し
た
。

提
言
で
は
、
オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
・
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス

の
進
展
や
生
成
Ａ
Ｉ
の
普
及
に
よ
り
情
報
環
境
が
劇
的
に
変
化

す
る
中
で
、
現
在
の
デ
ジ
タ
ル
社
会
を
生
き
る
私
た
ち
だ
け
で

は
な
く
、
さ
ら
に
１
０
０
年
後
の
未
来
の
人
々
か
ら
も
信
頼
さ

れ
る
国
立
国
会
図
書
館
の
知
識
基
盤
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
継
続
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
国
立

国
会
図
書
館
の
今
後
の
取
組
を
「
知
識
基
盤
の
整
備
」、「
知
識

基
盤
の
利
活
用
」、「
外
部
と
の
連
携
協
力
」
と
い
う
三
つ
の
視

点
か
ら
整
理
し
、
民
間
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
許
諾
に
よ
る
収
集
の

強
化
を
は
じ
め
と
す
る
資
料
の
収
集
対
象
範
囲
の
拡
大
検
討
や

所
蔵
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
全
文
テ
キ
ス
ト
化
の
更
な
る
推
進
、

Ｎ
Ｄ
Ｌ
サ
ー
チ
の
拡
張
に
よ
る
ユ
ー
ザ
の
知
識
創
造
プ
ロ
セ
ス

の
支
援
や
潜
在
的
な
ユ
ー
ザ
層
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、研
究
機
関
・

研
究
者
と
の
協
働
研
究
の
基
盤
整
備
や
国
立
国
会
図
書
館
の
研

究
力
の
強
化
な
ど
具
体
的
な
取
組
を
進
め
る
こ
と
を
求
め
て
い

ま
す
。

館
長
か
ら
は
、
提
言
を
受
け
て
、「
第
六
期
国
立
国
会
図
書

館
科
学
技
術
情
報
整
備
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
提
言
内
容
の

実
現
を
目
指
す
旨
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

科
学
技
術
情
報
整
備
審
議
会
委
員
名
簿

（
五
十
音
順　

敬
称
略
）（
令
和
７
年
12
月
17
日
現
在
）

委
員
長

　

安
浦　

寛
人　
　

九
州
大
学
名
誉
教
授

委
員
長
代
理

　

竹
内　

比
呂
也　

千
葉
大
学
副
学
長

　
　
　
　
　
　
　
　

附
属
図
書
館
長
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
リ
ン
ク
・
セ

ン
タ
ー
長

　
　
　
　
　
　
　
　

大
学
院
人
文
科
学
研
究
院
教
授

委
員

　

浅
川　

智
恵
子　

日
本
科
学
未
来
館
館
長

　

池
谷　

の
ぞ
み　

慶
應
義
塾
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ
モ
ン
ズ
機
構
長

　
　
　
　
　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
教
授

　

大
隅　

典
子　
　

東
北
大
学
経
営
戦
略
本
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

大
学
院
医
学
系
研
究
科
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
学
術
振
興
会
理
事

　

北
川　

雄
光　
　

国
際
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
理
事
長

　

黒
橋　

禎
夫　
　

情
報
・
シ
ス
テ
ム
研
究
機
構
国
立
情
報
学
研
究
所
長

　

小
口　

正
範　
　

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
理
事
長

　

坂
下　

鈴
鹿　
　

文
部
科
学
省
大
臣
官
房
審
議
官
（
研
究
振
興
局
及

び
高
等
教
育
政
策
連
携
担
当
）

　

野
末　

俊
比
古　

青
山
学
院
大
学
教
育
人
間
科
学
部
長
・
教
授

　

橋
本　

和
仁　
　

科
学
技
術
振
興
機
構
理
事
長

　

林　
　

隆
之　
　

政
策
研
究
大
学
院
大
学
政
策
研
究
科
教
授

　

村
山　

泰
啓　
　

情
報
通
信
研
究
機
構
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ナ
レ
ッ
ジ
ハ
ブ
上

席
研
究
員

　

渡
部　

泰
明　
　

人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
長

専
門
委
員

　

池
内　

有
為　
　

文
教
大
学
文
学
部
准
教
授

　

生
貝　

直
人　
　

一
橋
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授

　

大
向　

一
輝　
　

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
准
教
授

＊
提
言
を
含
む
審
議
会
に
関
す
る
情
報
は
、
左
記
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム>

資
料
の
収
集>

科
学
技
術
情
報
整
備>

科
学
技
術
情
報
整

備
審
議
会

　

https://w
w
w
.ndl.go.jp/collect/tech/council		
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令
和
７
年
度
国
立
国
会
図
書
館
長
と
大
学
図
書
館
長

と
の
懇
談
会

令
和
７
年
12
月
３
日
（
水
）、
標
記
懇
談
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
懇
談
会
は
、国
立
国
会
図
書
館
が
、

国
公
私
立
大
学
図
書
館
協
力
委
員
会
委
員
館
の
図
書
館
長
及
び

関
係
機
関
の
代
表
者
を
招
い
て
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

は
じ
め
に
、大
山
努
東
京
大
学
附
属
図
書
館
事
務
部
長
が「
大

学
図
書
館
の
目
指
す
「
デ
ジ
タ
ル
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
に
お
け

る
コ
ン
テ
ン
ツ
連
携
」
と
題
し
て
、「
２
０
３
０
デ
ジ
タ
ル
・

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
推
進
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
踏
ま
え
た

「
東
京
大
学
デ
ジ
タ
ル
図
書
館
構
想
」
の
概
要
、
今
後
の
当
館

と
の
コ
ン
テ
ン
ツ
連
携
の
可
能
性
と
実
現
に
向
け
た
課
題
に
つ

い
て
報
告
し
、
当
館
か
ら
は
、「
大
学
図
書
館
と
の
連
携
に
よ

る
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
環
境
の
整
備
―
国
立
国
会
図
書
館
の
障

害
者
サ
ー
ビ
ス
―
」
と
題
し
、
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
環
境
の
整

備
に
係
る
当
館
の
取
組
に
つ
い
て
、
大
学
図
書
館
と
の
連
携
が

特
に
重
要
な
事
業
を
中
心
に
説
明
し
、
連
携
に
係
る
今
後
の
取

組
の
方
向
性
を
提
示
し
ま
し
た
。

そ
の
後
に
行
わ
れ
た
意
見
交
換
で
は
、
当
館
の
視
覚
障
害
者

等
用
デ
ー
タ
に
お
け
る
図
表
等
の
表
現
方
法
に
つ
い
て
や
、
東

京
大
学
が
「
２
０
３
０
デ
ジ
タ
ル
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
に
お
い

て
２
０
３
０
年
の
望
ま
し
い
大
学
図
書
館
の
姿
と
し
て
掲
げ
た

「
シ
ー
ム
レ
ス
に
利
用
で
き
る
総
合
的
な
利
用
環
境
」
の
具
体

的
な
実
現
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
等
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
当
館
の
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
送
信
サ
ー
ビ
ス
及
び
視
覚
障
害

者
等
用
デ
ー
タ
送
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
、
送
信
対
象
と
な
る

資
料
の
拡
大
及
び
簡
便
な
認
証
の
導
入
に
対
す
る
期
待
が
出
席

し
た
大
学
図
書
館
長
か
ら
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

『
国
立
国
会
図
書
館
月
報
』
令
和
８
年
刊
行
予
定

令
和
８
年
は
、
左
記
の
号
を
合
併
号
と
し
て
刊
行
す
る
予
定

で
す
。

・
７
８
３
／
７
８
４
号
（
令
和
８
年
７
／
８
月
）

・
７
８
５
／
７
８
６
号
（
令
和
８
年
９
／
10
月
）

新
刊
案
内

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

９
０
１ 

号

令
和
８
年
の
年
頭
の
ご
挨
拶

英
国
に
お
け
る
政
治
献
金
へ
の
規
制
を
め
ぐ
る
動
向
―
外
国

か
ら
の
献
金
に
対
す
る
規
制
を
中
心
に
―

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
議
会
に
お
け
る
委
任
立
法
統
制

Ｉ
Ｌ
Ｏ
条
約
の
制
定
・
適
用
監
視
と
国
内
法
へ
の
影

響	

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

日
本
図
書
館
協
会

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２

令和7年度国立国会図書館長と大学図書館長との懇談会令和7年度国立国会図書館長と大学図書館長との懇談会

A4 88頁 月刊 1,100円（税込）　A4 88頁 月刊 1,100円（税込）　
発売　日本図書館協会発売　日本図書館協会
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